
第113図  ,同穴遺跡出土石器 (28)
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第114図 洞穴遺跡出土石器 (29)
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た。そのなかで、5020503では砂岩系、5m0525では

安山岩が選択されている。

7B種 (第115図 531～545)

主として楕円の川原石の腹部に凹点が設けられた凹

石をこの種とした。磨石との兼用 1点を含め、23点を

分類したが、さらに10点が敲石に転用されており、 7

C種として扱っている。

出土位置の平面的な傾向は把握できず、垂直方向で

も明確なものはないが、撚糸文系にともなうような下

位の土層やブロックで検出した例は少ない。また、当

初から凹石を念頭に扁平ぎみの楕円礫を用意し、縦位

に複数の凹点を設けるものが条痕文系包含位より上に

集中する傾向がある。

石材は結晶片岩が多くを占め、緑色凝灰岩がこれに

次ぐ。ほかに、5350542の 砂岩、545の蛇紋岩などが

ある。また、538の スコリアは、本遺跡の石器群のな

かでも希有の石材である。

7C種 (第116図 546～第118図 569)

磨石・凹石の転用を含め、側縁に剥離部分が残る

ものをこの種とした。29点を分類したが、平面・断面

ともにこの種特有の分布はみられなかった。

剥離成因の基本は、使用時に割れたものだが、意図

的な打割によって作業部位をつくりだしたものもある

だろう。礫塊長軸の一端を打ちかくものがもっばらだ

が、567の ように、まれに短軸方向を選択するものも

ある。母岩礫の材質によっては礫塊部分を多く残す礫

器の 3B種と見まがうものもあ り、機能的には近い

が、より力学的な効果をめざしたものと考えられる。

こちらの分離は、主として石材によって行い、磨石

類に共通のものを抽出した。閃緑岩はもちろんだが、

緑色凝灰岩、結晶片岩などがあり、後二者がめだつの

は、対となることが多いだろう凹石と共通している。

磨石や凹石、とくに後者の転用品が多く、出土数の過

半を占める。

出上位置は、 3B類のような下層に集中すること

なく、上下層ともまんべんなく広がっている。 3B

類とは作業内容や、機能的には通じるものの、対象物

が異なると考えられる。

7D種 (第118図 570)

前の三種と対をなす台石・石皿類を念頭に分類を

設定した。発掘調査中、この種になりうる大型で扁平

の川原石が灰層内や前庭部で多く出土し、一部は炉床

にも使用されていた。これらについては、出土地点を

記録し、水洗を施した後に詳しく観察し、磨 り痕や加

工痕の有無を調べたが、人の手が加わった確信のいく

痕跡をなかなか確認できなかった。

ここに不したのは比較的磨 り痕がはっきりしていた

570のみである。だが、調査区内で出土した大型扁平

礫の数、磨石類の量からすれば、炉床とされたものも

あろうが、多くが台石類の用途を前提に段丘上に持ち

こまれたと考えられる。

結果として磨石類との均整を欠いてしまったが、実

態としても、意図的な造作や大きな痕跡を台部に残さ

ぬ使用法が想定できる。そして、抽出が可能であった

点数の少なさも、一個体あた りの使用頻度を反映して

いるかもしれない。

8類

石器製作にかかる剥片や砕片類をこの類とした。調

査区全体で19,455点が数えられ、石器類の94%を占め

る。石材で 3種に分類した。

8A種

黒曜石を原材料とした石器剥片や砕片をこの種とし

て分類した。剥片類の26%にあたる5,108点が出土し

ているが、掘削中にはほとんど発見できず、土壌水洗

によって検出したものがほとんどである。すなわち、

微小破片が大半で、数量的にはチャートをしのぐもの

の、質量的に大きくはない。

分布は、洞穴奥から9列までまんべんなく出土して

いるが、とくに 6列までの洞穴内と庇下が多く、その

点では石鏃類と同傾向を示す。また、垂直出土率でも、

洞穴内では中位が多く、前庭部では上下位に三分され

るなど、傾向がわかれる。このなかで、 6LOM、

7Mグ リッドでは、押型文系土器の出土位置と重なる
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第115図  洞穴遺跡出土石器 (30)
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第116図  洞穴遺跡出土石器 (31)
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第117図  洞穴遺跡出土石器 (32)
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ように、比較的大きな剥片類が出土している。

なお、発掘調査直後にいくつかの機関より成果の要

旨を発表する機会をいただいた。その際、黒曜石をは

じめとする小型製品や剥片類がホルンフェルス製品に

比べて極めて少ない旨報告した。だが、水洗選別を経

た結果、看過できないほどの量が土中に隠されていた

こと力半j明 し、自ら精査密度の荒さを露呈してしまっ

た。ここで訂正しておきたい。

8B種

チャートを原材料とした石器剥片・砕片をこの種

に分類した。黒曜石の8A種ほどではないが、現地

での掘削中にはあまり発見できず、土壌水洗時に多く

が検出できた。剥片類の18%を占める3,459点が出土

したが、やはり小片が多い。

分布は、8A種とほとんどかわらず、洞穴奥から

9列までまんべんなく出土している。そして、おなじ

く6列までの洞穴内と庇下に多くがまとまっている。

だが、こちらでは特段時期的な集中傾向などを見て取

ることができなかった。

8C種

黒曜石・チャートをのぞく原材料を使用した石器

剥片・砕片をこの種として分類した。石器製品の石

材選択比率を反映してか、 8類のなかでは%%を しの

ぐ圧倒的な出土量がある。なかでもホルンフェルスが

9割以上を占め、粘板岩や砂岩がこれに続く。

総計で10,888点が出土したが、この中には一部に使

用の痕跡を示すような刃こばれが残るものも多かっ

た。また、大破片も多く、99%が水洗選別で検出され

た8A08B類 に対し、こちらは92%と、調査中に

発見できた資料が比較的多い。

分布は、まさしく調査区全面に及んでおり、激減し

ながらも、8A08B種 が希薄な10011列にまで及

んでいる。やはり、洞穴内から岩庇下までの出土が多

いが、日U二類ほど極端な差はない。時代に関わらず、

もっとも重用されているため、垂直分布ではさしたる

傾向を見分けられなかった。

9類 (第 118図 571～ 5%)

その他、前記の分類にあてはまらない少数の器種や、

石製品、そして石製装飾品類を一括した。 6器種 7点

を検出している。

571は、遺物分布が激減する9Mグ リッドの最下層

近くで発見できた。おなじ小グリッドでは18019ブ

ロックで沈線文系土器が、14で山形押型文土器が出土

しており、時代的にはかなり古い石器種と判断できる。

両端を欠損しているが、両側縁の形態と出上位置を考

慮して尖頭器と判断した。本遺跡で確認できた縄文時

代草創期以前に属する唯一の資料である。石材は

チャートで、形態はやや幅広となり、基部は非対称に

整形されたと考えられる。

52は 4。 2cmと いう小型ながら、一見したところでは

石斧の形態を充足している。おなじ小グリッドの周辺

高では、条痕文系土器と沈線・押型文系土器が入り

まじって出土しており、30ブ ロックは両者の交錯する

境目にあたる。頭部を機能部として錐としての用途も

考えられるが、ホルンフェルスの石材はこれに適して

いるとも考えられない。全形は、 3A種の礫石斧の

形態要素を満たしており、同種が早期中 0後葉の刃

器のなかではもっとも手の込んだ製品であることなど

から、そのミニチュア品と判断した。

今回の調査では、数多くが遺存した自然遺物のなか

に5点の確定できる装飾品類と、素材を含めた多数の

ツノガイ片を発見したが、石を素材とするそれは2点

を検出したのみである。

このうち573は、ホルンフェルス?の薄片を研磨し

た垂飾である。破損した2片が接合したが、出土した

小ブロックでは双方とも条痕:文I系土器のピークかその

直後の出土高のブロックにあたる。早期後葉でも前半

期の装飾品と考えられる。形態は、長さ3。 4釧下底幅

2.2mの台形に整えられ、上位に表裏からの穿孔が加

えられている。両面ともに外形をいかした線対称の幾

何学文力減」されているが、形象文様ではなさそうで、

表1裏の線位l置|に も:連携はない。

5Zは、滑石製の決状耳飾である。おなじ小グリッ
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第118図  '同穴遺跡出土石器 (33)
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いるが、42ブ ロックはその高度幅のなかでも下位に位

置している。推定外部径は3。 Omと 小型で、断面形は
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5%05%は、石製円盤と報告するが、円盤のまま使

用されたかは確定できない。また、用途も不明なまま

である。色調は異なるが、滑石を素材としており、表
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番号 器   種 出土ブロック 出土層 長さcm 幅cm 厚さcm 重さg 石 質 備  考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石
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石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

041‐ 1-37

051:I:… 1-39

041:I…3-37

02H‐4-42

051-3‐ 39

061:I:‐ 2-35

04J-2… 38

041-3-40

06K-4-30

031-1-40

031‐ 3‐41

061‐ 3‐39

02H-4-40

02H-4-47

051‐2-40

04J‐ 3‐40

03H-1‐ 39

061-2-39

0411-3-38

061‐3-36

05J…4-37

07K‐ 1-33

06J-3-39

031-3-38

05H-4… 41

041-4… 42

06L… 1…30

061-3-38

0311‐ 1‐42

06L… 1-31

04L-3-30

06K‐ 1…38

07J-1… 32

03H-1-42

04K‐ 3‐33

05K-1‐ 36

03H…3-37

06ゝ4-1-22

051::[-4-42

05K‐3-32

04J-3-37

03H‐4-38

05L-1-31

02G‐ 4‐39

061-4‐ 38

08M‐ 1‐26

071… 1-35

02G‐4-40

05K-4-32

05H‐ 1‐39

04K-4‐ 34

03J-1-38

041-1‐ 41

Ⅲ灰

1.2

1.4

1.3

2.2

(2.4)

2.7

1.7

1.5

1.4

1.6

1.7

2.1

(1.3)

1.2

(1。 0)

1.3

(1.8)

1.8

1.2

1。7

3.2

1.5

(1.4)

1.5

1.5

2.3

2.6

1.8

(1.5)

1.4

1.6

1.6

1.9

1.5

(■3)

1.7

1.7

1.8

1.9

1.7

1.7

1.5

1。7

1。7

1.8

2。0

(1.8)

(1.9)

1。7

1.9

2.2

2.2

1.9

1.3

1.1

1.2

1.6

1.5

1.6

1.3

1.2

1.3

1.4

1.2

1.6

1.4

0.9

1.2

1.2

1.4

1.3

1.1

1.3

2.1

1.1

1.2

1.2

1.1

1.6

1.9

1.3

1.3

(1■ )

1.1

1.3

1.3

1。3

1.5

1.2

1.4

1.2

1.1

1.4

1.3

1.3

1.3

1。3

1.3

1.4

1.4

1.3

1.4

1.9

1.5

1.3

1.7

0。3

0.2

0.2

0。3

0.5

0.5

0。5

0.3

0.4

0.3

0.5

0.5

0.4

0.3

0.3

0.3

0.4

0.3

0.2

0。4

0.7

0。3

0.3

0.3

0.4

0.5

0.6

0.4

0。3

0.3

0。4

0.6

0.5

0。3

0.5

0.3

0.3

0.2

0.4

0.5

0.4

0。4

0。3

0.2

0.3

0.4

0.5

0.4

0.3

0。4

0.4

0.4

0.5

0.4

0.3

0.3

1.1

(1.9)

1.4

1.1

0.4

0.5

0.6

(0.7)

1.2

(0。 7)

0.2

(0.2)

0.3

(0。 9)

0.6

0.2

0.5

3.6

0.3

(0.4)

(0.3)

0.5

1.1

1。8

0.8

(0.3)

(0.4)

0.5

0.6

0。7

(0.3)

(0.7)

(0.4)

0.6

0。4

0.6

0.9

(0.6)

(0.5)

0.5

0.4

(0.5)

0。7

(0。 9)

(0。 9)

0.6

0.6

0。9

0.6

1.3

チ ャ ー ト

黒  曜  石

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

黒  曜  石

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

黒  曜  石

黒  曜  石

チ ャ ー ト

黒  曜  石

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

黒  曜  石

黒  曜  石

チ ャ ー ト

黒  曜  石

黒  曜  石

黒  曜  石

黒  曜  石

チ ャ ー ト

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

ホルンフェルス

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

チ ャ ー ト

先端部欠損

側縁欠損

先端部欠損

先端部欠損

先端部欠損

屈葬人骨直上出土

先端部欠損

基部欠損

先端部欠損

基部欠損

基部欠損

先端部欠損

基部欠損

基部欠損

基部欠損

基部欠損

先端部欠損

先端部欠損

第 52表 出土石器観察表 (1)

-234-



番号 器   種 出土ブロック 出土層 長さcm 幅cm 厚さcm 重さg 石 質 備  考

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

肖」

肖」

肖」

肖1

肖U

肖」

肖」

肖」

肖U

肖」

肖」

肖」

肖」

肖U

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

鏃

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

05L… 1-32

041‐2-38

04J-1-33

03J-3-33

05L4-22

08K‐ 1-25

05J-1‐ 32

06L-3‐ 33

07L‐ 1-23

06L-3‐ 21

041:I-4-35

06K‐3-28

051-3-35

07L-1¨ 30

06L… 1-28

04J‐4-31

03J-3… 33

03H‐2-37

04K-3-31

05K-2… 24

041-2-34

06M… 1-22

06J-1‐ 32

06J4‐30

06J-4-37

08L-1‐ 29

051-1‐ 33

04L…3-33

06J-2-35

06L-3-26

05L-1-34

04J-2中 41

07K… 1-27

07L-1-22

04K-3… 26

05K… 2‐35

07R4‐1-20

03H-1-42

05L… 1-29

08M‐2-15

04K¨ 4‐25

06L-1… 32

06L‐3-31

05J-4-39

04J-3¨ 34

04H中 4¨36

04H-2‐ 38

08R4‐4-15

04J-2-33

04J-4… 38

06J‐ 2¨36

06J-2-32

03H-3-38

Ⅲ腐

Ⅲ腐

2.1

2.1

1.1

1.4

1.5

1.6

(2.2)

1。0

(1。 8)

2.0

2.1

(1.8)

1。8

(2.6)

2.2

2.1

(2.0)

3.6

1.4

1.4

(1■ )

1.5

1.4

1.5

1.8

2.3

2.4

2.5

2.4

(■7)

2.5

(2.5)

3。7

5。3

5.2

2.2

2.3

2.4

2.5

1.9

2.8

3.2

(3.6)

3.4

2.8

3.2

2.9

4。3

3。O

l.4

9。0

9。 1

1。3

1.4

(1.2)

1。3

(1■ )

(1.2)

(1.4)

1.2

(1。 3)

1.5

(1.5)

1.6

(1■ )

(1.1)

(1.2)

(1.5)

1.7

2。0

(1.3)

(1.2)

1.6

1.4

1.8

1.6

1.6

1.5

1.5

1.8

1.7

0。 7

0。7

2.9

2.5

2.9

2.6

1.5

2.1

2.2

2.3

2.8

2.7

3。0

3.4

3.3

4。 7

5.0

4.7

5.5

4.2

3.7

4.0

4.5

0.3

0.6

0。3

0.3

0.4

0。3

0.5

0.2

0.4

0.4

0.3

0.4

0.2

0。4

0.4

0.4

0.5

0.4

0。4

0.3

0.3

0.3

0。3

0.3

0。7

0。7

0.8

0.6

0.6

0.3

0。4

1.1

1.0

0.9

1.0

0。7

0.8

1.1

0。8

0.4

0。7

1.3

1。 1

1。0

0.9

0.7

1.1

1.3

0。7

0.6

0.9

1.5

0.5

1.2

(0.2)

0。4

(0。 4)

(0.4)

(■3)

(0■ )

(0.6)

0。8

(0.6)

(1。 0)

(0.4)

(0。 7)

(0。 7)

(0。 9)

(0.8)

2.2

(0.4)

(0.2)

(0.4)

0.4

0.4

0。4

1.6

2.5

2.3

2.3

2。4

(0.4)

0.6

(6.7)

9.2

11.4

14.4

2.3

3.2

3.6

4.9

1.8

5。7

15。 1

(10.6)

10。7

10.4

14.4

11.2

33.2

9.8

3.2

25.6

62.7

黒  曜  石

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

チ ャ ー ト

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

粘  板  岩

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

チ ャ ー ト

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

黒  曜  石

チ ャ ー ト

黒  曜  石

黒  曜  石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ヤ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒  曜  石

チ ャ ー ト

安  山  岩

脚部欠損

脚部欠損

先端・脚部欠損

脚部欠損

先端・脚部欠損

未製品か

脚部欠損

先端・脚部欠損

脚部欠損

先端・脚部欠損

脚部欠損

脚部欠損

先端部欠損

脚部欠損

脚部欠損

脚部欠損

先端部欠損

未製品か

未製品か

未製品か

未製品か

未製品か

先端部欠損

石錐、錐部欠損

先端部欠損

石匙

石匙

第 53表 出土石器観察表 (2)

-235-



番号 器   種 出土ブロック 出土層 長さcm 幅cm 厚さcm 重さg 石 質 備  考

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖1

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖1

肖」

肖」

肖U

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖U

肖」

肖」

肖U

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖1

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

041-2‐ 35

09M-4-26

06K…3-30

05K-4-31

051-3-40

05L‐ 1-27

031-1… 39

0611‐1-37

07G-2… 39

031-4-36

031-4-35

031-2‐ 38

07K…4-21

05K-4‐ 27

07H… 1-37

05L-1‐ 30

08L-3‐ 32

08L… 1‐25

06L-2‐ 30

06K… 2‐33

03H-4-41

08L-2‐ 20

07K-2… 29

081-1-36

08K…3-29

05L-2‐ 33

05K‐ 1‐33

031-4… 35

08K‐ 1‐26

07K-3‐ 32

05J-1… 35

08M… 1‐25

02H-3‐ 43

03J… 3‐35

03H-1-40

0311-3‐36

表  採

09K-3-11

10K‐1-29

06K-2… 24

08K-1‐ 28

07K-4‐ 31

04J-3‐ 41

04K-3-30

05K-1-30

05H人骨下

0511-3‐39

07K-4-34

06J‐3-29

06K-3-26

04J‐4-39

07L-4‐ 13

031-4-41

Ⅲ腐

Ⅲ灰

Ⅲ K

Ⅲ腐

ⅢK
Ⅲ腐

Ⅲ灰

Ⅲ腐

ⅢK
ⅢM
ⅢM
Ⅲ腐

Ⅲ灰

Ⅲ灰

Ⅱ B

Ⅱ B

11.4

9.6

8.6

9。2

6.8

8.1

6.9

6.3

8.5

6.5

8.2

7.0

5。7

10。9

10。4

5.8

9。 1

6.6

5.4

5.2

5。3

8.4

5.5

4。0

12.4

6.6

6.7

9。6

4.4

6.3

6.0

8。8

10。9

9.3

12.6

8。0

3.8

4.2

5。0

5.2

5。9

7.4

4.2

5.5

5。9

7.3

6.4

5。0

5。7

6.2

7.3

5.1

4.8

3.0

5.3

4.1

5.3

3.1

5。7

7.6

8.6

5.6

8.0

6.4

8.0

6.9

10.3

7.8

4.9

6.3

5.4

7.2

7.4

8.1

12.1

8。8

11.2

16。9

14.2

9.8

4.2

2.9

4.7

12.9

5.3

7.7

6.5

7.4

5.5

6.6

5.2

8.0

7.6

8.6

7.8

5.4

5.2

6.4

7.5

7.3

5.8

7.0

7.0

9。 1

6.6

7.6

1。 1

1.6

1。4

1.5

0。7

1.5

1.1

1.1

1.3

1.0

1.7

1.2

1.7

1.6

2.4

1.5

2.1

1.9

1.4

1.1

1.6

2.4

1.1

2.6

3.7

2.7

1。7

1.1

0。7

1.2

3.0

1.4

1.2

1.2

1.7

1.5

1.4

1.4

1.5

1。0

1.6

1.4

1.0

1.1

1.9

1.6

1.5

1.2

1.4

1.8

1.4

1.3

1.3

38.9

89.6

46.8

77.5

17.9

52.6

66.2

53.8

47.9

88.7

88.3

66。0

55.2

184.5

160。0

48.1

134

71.5

57.7

47.2

70.5

199.1

37.6

115。7

902.7

252.3

108.5

43.6

11.1

40.6

251.6

52.4

114.3

87.8

183.4

75.5

34.2

29。 1

51.2

44.1

79.7

66.7

21。8

36.5

65.3

94.9

71.7

33.2

52.6

69.5

82.2

31.8

49。 1

安  山  岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

粘  板  岩

ホルンフェルス

結 晶 片 岩

砂     岩

凝  灰  岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

砂     岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

安  山  岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

結 晶 片 岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

石匙

石匙

石匙

第 54表 出土石器観察表 (3)

-236-



番号 器   種 出土ブロック 出土層 長さcm 幅cm 厚さcm 重さg 石 質 備  考

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖リ

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖U

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

肖」

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

08M…4-24

03J-3-35

08K… 1-28

06K-2-33

07K-4-27

08M-1-28

09L-4… 30

08K-1-28

04J-4-28

031-4-35

071-3-32

02G-4‐ 44

表  採

1l K-4-26

07K-4-26

07J-2… 37

061-2‐ 35

06J-2… 32

06L-3-17

09J-1-36

08M‐4-25

031…3-36

06K-2-26

06G-2… 40

07K-4-34

03H-3-39

041… 1-42

07J-4‐ 29

06K-3… 35

04J-1-36

07K-3-26

08L… 1-28

03H‐2-39

061-1… 37

06L-1‐ 29

08R4-3‐25

03J-3… 37

031‐ 1-37

05K-1-35

09L-2-28

08K‐ 1¨28

03J‐3-35

0211-3…42

071-3-39

03J…3-36

07J‐3-30

08L¨ 4¨26

07G‐4-39

表  採

02H-3… 41

071-3‐ 35

05L‐ 1-30

031‐4-36

Ⅳ B

Ⅲ腐

Ⅲ腐

Ⅲ K

Ⅲ腐

Ⅲ腐

Ⅲ腐

Ⅲ腐

Ⅲ腐

Ⅲ腐

Ⅲ腐

ⅢK

Ⅲ腐

Ⅲ K

Ⅲ腐

4.7

3。4

3.4

4.9

5。7

4.7

6.8

7.1

5。9

6.0

5。9

4.9

8.6

5.3

6.3

4。9

8.4

4.4

5.3

5.3

4.1

11.3

12.5

10。 7

10.5

9。3

6.8

6.2

5.5

5.3

7.5

8.4

10.3

11.3

(12.8)

10.0

10。 5

8.8

11.2

9.2

11.2

13.5

11.2

10。0

10。7

10。 9

11.6

12.8

13.8

10.4

11。0

9.0

9。9

10。0

6.6

6.3

8.3

9。7

11。0

10。4

10.1

12.9

8.1

10.4

7.9

12.8

11.5

11.8

12.7

12.3

9.4

10.0

11.3

7.5

6.3

6.2

6.2

7.3

7.4

6.5

8.4

9.5

8.4

4.8

5.2

6.2

8.2

8.7

7.0

6.4

5.8

5.3

5.3

6.5

7.6

5。9

5。8

7.3

8.4

7.2

6.8

9.1

6.2

5。8

6.4

6.0

1.5

1.1

0。9

1.1

1.5

1.5

2.8

1.8

2.5

1.4

1.4

1。8

2.3

2.1

2.1

2.4

2.8

1.6

1.6

1.3

3.1

1.5

1.2

1.7

1.2

2.1

1.2

1。4

1.2

1.2

1.1

1.8

3.1

2.2

3.1

2.4

2.5

2.7

2.8

2.2

3.4

2.7

2.6

2.5

2.3

2.8

1.7

2。 1

3.4

3.7

2.7

3.2

2.2

58.7

20.2

17.1

51.2

85。 1

60.1

199。3

135.7

169.2

64.1

100。9

69.6

246.4

96.8

138.9

135。7

299.0

73.6

99.6

84.6

124。0

122.3

86.1

99。9

107.3

130。0

65。3

65。7

65.4

62.6

46.0

87.1

184。7

206.2

(336.7)

175。0

165。 1

111.7

166.1

110。0

259。 5

300.9

180.0

155。2

205。 7

192.3

177.0

232.0

507.9

236.9

188.1

208。 8

161。0

砂     岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

砂     岩

ホルンフェルス

砂     岩

ホルンフェルス

砂     岩

ホルンフェルス

凝  灰  岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

凝  灰  岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

凝  灰  岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

刃部欠損

第 55表 出土石器観察表 (4)

-237-



番号 器   種 出土ブロック 出土層 長さcm 幅cm 厚さcm 重さg 石 質 備  考

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

08R江…4-14

表  採

06K-1-29

08K…4-31

07H‐2-35

07L-2-28

06H-2-40

06J…4-26

051‐4-35

06L‐4-22

04J-2-36

07K-4-27

09K-2-20

09M… 1-25

08L‐2-26

0311‐4‐38

04H-1¨ 40

08M…2-24

03H-4-36

06K-3… 33

08R4-1-24

04J…4-40

07K-4-28

04J-4-38

10K-4-27

031¨4-36

05K‐2-35

06K-1-33

04K¨3-26

06L-3-16

08L¨3-29

07L-4-12

08L-3‐ 11

07L-2-15

08L-4-10

05K‐ 4¨21

06L-2… 20

08N-3-11

07L‐ 4¨27

08K-2-22

04J-4-30

07ゝ江-3-18

05K-2-26

08L-4-11

07M¨3-14

051-2‐ 29

08K-4-27

08K‐4-22

05J-2… 29

08K-2-21

04K… 4¨25

06K…4-24

08M-4-25

Ⅲ灰

Ⅲ腐

Ⅲ腐

Ⅲ灰

ⅣF

ⅡB

Ⅲ腐

Ⅲ腐

Ⅲ腐

Ⅳ B

10.2

(10.2)

11.2

11.3

(8.5)

10。0

11.1

(12.0)

10.8

(14.9)

10.6

12.9

9.0

(11■ )

7.9

7.7

7.9

14。O

8.9

(11。0)

12.3

11。4

13.2

19.5

14。0

12.2

8。0

6.5

9.2

12.1

12.8

7.1

8。0

6.7

8.1

8.9

7.7

8.5

6。2

6.8

8.5

6.3

8.7

5.6

7.7

7.3

7.3

8.5

6.4

5。7

5.6

5。4

6。0

6.2

6.7

6.5

7.4

7.3

5。7

6。0

5.5

7.0

7.5

4。8

5.5

6.6

6.6

5。7

4。7

5。3

10.5

5。9

7.5

9.3

5。9

10.3

10.8

9.5

7.4

5.6

5。 1

4.1

7.3

10。 6

8.1

8。4

8.0

8.5

8.6

8。3

8.2

8.1

8.2

11.6

10.3

10.7

7.9

9。9

9.7

10.3

14。 1

9。0

10.3

10。 1

13.5

4.0

3.0

3.6

3.6

3.5

4.8

3.3

4.1

4.6

5.0

2.6

2.6

2.7

5.3

2.8

3.1

2.4

2.8

3.3

3.1

2.9

2.8

1。9

1。8

3.7

3.5

2。3

1.3

1.6

2.0

3.9

4。2

3.5

4.1

3.5

2.3

4.9

5。0

5。 1

3.5

3.5

3.2

3.9

3.8

3.0

4。 1

3.1

2.7

3.2

3.4

5。0

3.6

4.1

1。 1

228.5

(290.3)

325。 1

357.0

(382.5)

282.6

337.0

(223.5)

331。 9

(342.6)

153.8

179。9

331.2

(240。 5)

140。4

79。9

103.0

417.4

178.1

(292.7)

295。 2

114.1

274.1

703。 0

461。4

211。0

69.3

68.0

76.3

470。 0

685。 2

286.2

403.4

283.9

209.1

441.2

342.8

361。4

208.5

199。7

369。0

291.1

393.4

159。4

331.6

310.9

266.3

478.2

251.2

406.4

275.6

279.4

29。4

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

砂     岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

刃部欠損

頭部欠損

頭部欠損

刃部欠損

頭部欠損

頭部欠損

打製石斧か

局部磨製石斧か

第 56表 出土石器観察表 (5)
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番号 器   種 出土ブロック 出土層 長さcm 幅cm 厚さcm 重さg 石 質 備  考

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

06K-2‐ 38

061:I‐ 1-39

06L-3‐ 28

031‐ 1-36

09R4-4‐25

051‐4-37

06K-3-21

08L-3-27

06K…4-27

06K-3‐ 31

08M-4-26

07J‐ 1‐32

05J-2… 28

071‐3-34

07L-3‐ 22

041‐2-39

08N-3-11

08K… 1-27

06L-2‐ 20

05K… 1-28

07L-4‐ 13

08L…2-12

07K-2… 31

05L-1-28

07L-3-31

07L… 1-28

05L-4‐ 33

09L‐2-29

05L-1‐ 24

07J…4-29

07L-2-24

08ヽ4-2-24

07J…4-30

07K-4‐ 24

08K…4-24

08L-3… 32

08L‐3-25

05K-1‐ 30

08M-1-20

07J-4-31

05J‐4-36

02G-4‐ 43

08K-3-29

041-2‐ 43

03J…3-38

07L-4‐ 28

041:I-3-44

09J-2-28

07J-1… 32

07J‐4-30

08M-2-33

表  採

061-1-42

Ⅲ腐

Ⅲ灰

Ⅲ灰

Ⅲ K

ⅡB
Ⅲ腐

Ⅱ B

9。 1

10.6

8.9

8.1

8.9

8.5

8.7

8.3

8.7

8.0

7.6

8.0

7.1

6.7

6.1

7.1

5。9

7.5

7.3

5。 1

8。0

5。7

7.7

8.7

7.8

5。7

5。7

7.4

6.5

7.9

6.3

7.5

8.5

7.4

6.9

6.4

6.0

6.4

5。 1

5。 1

7.2

6.5

7.4

5.5

5。7

7.3

8.5

8.8

7.6

7.8

7.0

5。9

4。9

6.3

11。0

7.5

6.0

6.2

7.6

7.0

8.3

7.2

7.3

7.9

9.6

8.9

7.4

7.8

7.5

6.7

7.8

7.8

7.8

10.6

7.5

7.3

9.2

9。4

7.4

7.9

11.0

9.6

10.4

8.1

11。0

10.1

12.1

8.4

9。0

10。2

9.6

8.3

8.8

10。 7

11。0

13.4

9。9

12.0

11。0

11.5

13.7

14.2

13。2

14.2

8.6

11.9

2.9

2.9

1.7

3.0

3.2

3.2

3.8

3.8

4.2

3.1

3.3

4.6

4.0

3.5

3.8

3.2

3.8

3.8

3.1

3.8

4.5

3.3

2.3

3.6

4.1

2.3

2.4

3.5

4.4

3.0

1.7

3.5

3.6

4.2

2.7

2.6

2.9

2.4

2.8

2.8

3.3

2.2

2.5

1.7

1.8

4.6

3.5

6.3

6.1

4.4

3.4

1.9

2.4

188.1

357.9

136.6

136.6

193.1

204.9

222.6

264.1

252.1

165.6

215。 3

437.1

338.7

226.1

200.7

221.6

191.9

261.1

213.6

186.9

544.7

187.5

162.8

338.2

254.7

120.3

145。0

415。4

261.4

297.0

97.6

326.6

299。 1

356.0

146.6

152.3

151。8

179.2

121.4

142.4

288.6

203.6

221.3

126.2

126.7

459.9

392.6

911.2

641.5

503.7

318.1

116。9

148.7

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

砂     岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

凝  灰  岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

砂     岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

第 57表 出土石器観察表 (6)
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番号 器   種 出土ブロック 出土層 長さcm 幅cm 厚さcm 重さg 石 質 備  考

318

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

10J-2-20

04J-4‐ 30

08K‐ 1-23

04J-4‐ 29

06K‐ 1-27

04J-1-40

04J-4-36

04J-1-33

08L4-28

09J-2… 32

08J‐ 1‐35

071-3-39

08K… 1-28

04J-4-29

101‐4-31

04J‐4-29

09K‐ 1-33

表  採

07L-2-29

061…3-34

051‐ 4‐37

07K-1-32

05J‐4‐35

07K¨3-18

071‐ 1…40

03G‐ 1-41

09M‐2-27

07K-1-30

04K‐ 4‐27

08M‐ 3…20

09R4… 2-24

07K‐ 4‐ 19

08K‐3-30

03H-3… 36

09K‐2-20

031‐4-36

08M‐ 2… 13

05L‐4-33

04J‐ 4¨32

08J‐4-29

08K‐ 1…29

04J4-40

03J-3-36

0311‐ 1‐39

07K‐3-32

041‐ 2‐36

07M-1… 32

05K-3-32

03G-2-44

05J-3‐ 41

04J‐3-37

06H-2-36

04J-3-31

Ⅲ腐

Ⅲ腐

Ⅲ灰

Ⅳ B
Ⅳ B

Ⅲ腐

Ⅲ腐

Ⅲ灰

Ⅲ M

Ⅳ B

Ⅲ腐

Ⅲ腐

ⅡB
Ⅲ腐

ⅢM

Ⅲ腐

IB

Ⅲ灰

Ⅲ腐

5.4

6.4

4.5

7.2

6.4

6.4

6.4

7.1

8.3

9.5

6.1

7.6

6.6

6.6

7.1

6.9

7.3

4.9

5。 1

9.5

7.5

6.6

7.6

7.7

8.8

6.7

7.0

7.6

8.3

5。7

7.8

6.4

7.3

6.0

5.8

6.4

8.6

11.9

7。0

6.2

7.9

9。7

9。0

7.6

7.4

5.3

9。 1

8.0

5。9

5。9

5.0

4.5

7.3

10。7

11.7

10。8

11.8

10.6

10.5

11.6

11.2

13.5

14。9

9。7

11.4

12.3

12.1

12.9

12.7

11.4

8.0

7.0

12.2

9.2

9.4

9。0

9。6

9。3

10。0

9.5

10.4

9。9

7.6

9。4

8.5

9。9

7.6

6.7

8.2

9。 1

7.5

5.2

6.0

6.8

8.3

9。0

7.3

6.2

6.8

11.6

9.5

6.8

5。9

7.6

6.2

9.3

3.6

2.3

2.7

1.6

2.7

2.9

3.9

2.2

4.0

2.2

1.7

4.4

3.2

2.4

3.6

3.5

3.5

3。8

1.6

3.6

2.9

2.6

3.7

3.7

2.4

3.3

2.5

3.2

4.1

3.7

3.5

3.1

3.4

2.7

2.9

2.2

3.5

4.1

1.5

2.0

1.8

2.1

2.2

2.8

1.9

1.1

3.3

1.7

2.6

2.2

1.8

1.7

3.7

210.6

180.2

123.0

199。3

181.9

252.5

291。 5

206.8

559。 1

435。 3

129。3

448.1

299。 5

164。9

351。 0

255.4

326.1

164.8

57.0

488.3

195。7

173.8

261。 1

276.3

222.7

194.8

168.8

269。 1

301.7

129.7

294.6

165。9

284.6

151.1

111.9

107.9

330.2

398.3

60.2

85。7

112.7

177.7

180.6

157.3

79.2

48.3

321.3

141.8

111.2

83。7

64.8

55.4

300.5

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

緑 色 凝 灰 岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

砂     岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

砂     岩

粘  板  岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

第 58表 出土石器観察表 (7)
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番号 器   種 出土ブロック 出土層 長さcm 幅cm 厚さcm 重さg 石 質 備  考

371

372

373

374

375

376

377

378

379

380

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

423

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

10L-2-34

03H-4-35

06G… 1-42

06K-4-31

08L…3-27

07111¨2-41

08L‐3-25

031-4-42

02H-4‐ 40

06L-1… 32

031-3-39

08J-2‐ 31

041:I-3-41

05K…4-30

08M‐ 2¨29

10L…2-33

04J‐3-44

031-1-40

10K‐4-27

08K‐2-20

061…2-42

10L‐ 3-27

06J-4-26

07K‐3-30

06L‐ 1-29

1l J… 1-31

09L‐ 1-28

07K-3‐ 28

06L-3-29

09M-1… 27

08K-1… 31

1l L-1-32

表  採

08L-3-27

06J‐2-34

03H…3-43

05J‐2-29

06K-4-25

1l L… 4-32

05K-4-33

03J‐3-33

08L‐ 1-26

07L… 1-26

07J‐2-30

09ゝ江‐2-26

08R4…1-27

07K‐ 1-30

051-4-40

09R江‐2-23

06J…2-35

07J-4-37

07h江 -2-24

06K-2… 39

Ⅳ F

ⅡB
ⅢM

Ⅲ灰

Ⅲ灰

ⅡB
ⅡB

IB

Ⅳ B

Ⅲ灰

6.4

8.0

6.6

9.5

8.2

6.6

7.6

7.5

8.9

10.1

10.5

8.4

9.5

8.1

15。0

6.9

7.7

8.9

9.4

8.3

10.2

5.9

9。4

9。2

7.0

7.4

5。3

8.0

6.7

8.0

8.2

6.9

8.1

8。7

12.7

6.7

6.7

9.3

17.4

7.6

5.5

7.2

6.1

6.1

6.2

10.6

5.8

6.2

8.8

10.2

6.1

4.8

4.6

10。 1

9。4

6.2

11.3

8.6

7.1

8。3

8.2

8.8

8.3

8。7

8.8

7.8

7.7

11.9

7.4

6。7

8.0

9.1

8.2

8.3

6.1

7.7

7.1

7.0

7.9

6.6

8.7

8.2

9.8

9.2

8.5

9.7

10。9

8.0

8.4

9.0

5。9

11.8

9.5

10.6

9。9

10。 9

9。 1

8.6

8.9

10.2

7.8

10.9

14.1

8。5

7.4

6。0

3.2

3。9

2.4

3.4

3.0

2.2

2.5

2.8

3.3

3.8

2.4

2.1

3.9

4.4

4.9

2.8

2.2

2.4

4.4

3.9

4.1

2.7

4.3

2.3

2.1

1.7

2.4

2.9

2.5

2.3

2.3

2.4

5.4

5.5

4.8

1.7

2.2

4.3

5.6

3.9

3.0

2.1

3.1

2.6

4.1

4.7

3.0

2.3

2.1

6.0

2.5

2.6

2.0

189.1

285。O

121.3

323.8

245.8

143.1

163.6

200.6

308.4

333.3

293.6

183.3

324.5

354.3

884.4

170.7

131.4

236.9

401.9

340.3

424.2

125。4

316.2

203.1

136.2

142.6

113.7

255。9

162.5

189。 1

210。 8

172.4

209.2

466。 0

648.5

128.5

172.1

302.6

1370.6

373.8

155.8

204。 1

262.0

179。 1

285。 7

445。 9

205。 1

115。7

222.8

737.3

146.8

87.5

69.8

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

定型礫斧の破損品か

第 59表 出土石器観察表 (8)
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番号 器   種 出土ブロック 出土層 長さC皿 幅cm 厚さcm 重さg 石 質 備  考

424

425

426

427

428

429

430

431

432

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

445

446

447

448

449

450

451

452

453

454

455

456

457

458

459

460

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

471

472

473

474

475

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

07K-2-19

08L-1-13

031-4-42

041-1-38

10L-4…33

04J-1‐ 32

05K-3-26

08R江-1-26

09J-2-29

061-3-37

08R4-1-25

07K-4-28

04K-3-32

08K-2-26

031… 1-38

05K-1… 28

06K-2-34

07J…4-29

08L-1-27

04J-4-33

081-4… 34

06K-1-32

07K-1-20

06J‐2-32

10L-3-33

04K‐4-34

07R4-2-21

10J-2-31

08M-1-24

0611-4‐35

09J‐4-28

05L-1… 35

05H-1-38

02H…3-41

05K-4-25

07L-1-27

06K-4-29

07J-2-25

06K-4-26

06K:…2-31

031‐ 1‐39

051-1-37

04J-4-32

04K-4‐ 26

0511‐3‐34

07L-1-21

05L-1… 26

06K-3… 32

07J-3‐ 28

04J…4-33

04J-3-36

04J-1-36

09K-3-28

ⅡB
Ⅲ灰

Ⅳ B

Ⅲ灰

Ⅲ腐

Ⅲ K

Ⅲ腐

Ⅲ灰

Ⅲ腐

6.2

7.2

6.6

5。8

7.3

7.2

8.4

4.7

7.8

5。 1

5.0

8.6

10.8

7.0

5.6

5。8

6.1

4.9

5。8

7.8

7.9

13.7

6.5

5。4

6.6

5.2

9.2

7.6

9。 1

5。3

4.9

6.3

6.3

4.6

5.5

5.0

3.5

3.6

5.8

5。4

4.3

4.4

4.7

4.7

4.3

4.0

5.6

3.3

3.7

15。6

8.4

11.3

10.0

9。4

10.1

8.5

8.8

9。2

9。8

9。2

13.6

14。0

10。8

13.6

16.0

13.9

11.2

8.3

10.8

9.6

10.6

12.1

17.6

9.7

11.7

10。 1

10.2

9。 1

5.2

11.9

14.8

8.4

7.5

10.5

10。0

10.2

10.5

11。0

8.7

7.8

12.6

4。7

4.4

5.7

5.0

5.5

4.8

5.2

4.3

2.4

2.9

9。5

6.7

8.0

2.0

3.1

3.5

2。0

2.6

2.8

2.9

1.6

6.0

3.1

2.6

4.3

4.5

4。0

3.0

2.0

4.3

1.4

3.4

1。8

4.7

6.0

3.7

4.3

2.1

2.6

1.7

3.8

3.3

2.0

1.8

1.8

4.2

3.3

3.8

3.6

3.4

2.8

2.5

1.7

1。0

2.2

1.9

1.5

1.8

1.8

2.0

0。9

1.1

4.1

2.2

2.3

148.8

221.9

254.4

131.8

183.8

190。4

249。 1

69.5

550.0

217.1

182.1

561.3

785。2

437.7

172.9

78.9

250.8

74.7

185.5

221。0

543.6

888.0

347.0

208.7

122.6

162.3

94.0

340.6

218.7

86.8

73.1

149.2

284.4

159。5

264.3

223.6

156.9

81.0

177.9

42.6

21.6

45。9

28.9

41.6

36.4

32.7

41.5

8.1

12.4

573.6

125。9

234.7

ホルンフェルス

砂     岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

砂     岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

砂     岩

凝  灰  岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

第 60表 出土石器観察表 (9)
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番号 器   種 出土ブロック 出土層 長さC皿 幅cm 厚さcm 重さg 石 質 備  考

476

477

478

479

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

495

496

497

498

499

500

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

522

523

524

525

礫    器

礫    器

礫    器

礫    器

礫    器

礫    器

礫    器

礫    器

礫    器

礫    器

打 製 石 斧

打 製 石 斧

打 製 石 斧

打 製 石 斧

打 製 石 斧

磨 製 石 斧

スタンプ形石器

スタンプ形石器

磨    石

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

磨

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

08J-4-34

08M中4-22

04L-4-35

08L-3-26

07J4-37

06J‐2-32

07K-4-17

09L-1‐ 29

08ゝ江-1-27

07L‐ 1-26

03H-2-40

05G-2-45

051-1-43

06K-2‐ 31

04J-3-42

041:I-1-43

05L-4… 27

07H-1-32

07L-3-30

10K-1-30

02H¨4-42

08K‐4-30

091:I-2-35

08K… 2…29

09K-3-29

07L-2-29

03G-2-41

08K-1-22

04K-3-36

07J-3-32

04K-3-30

04J-4… 32

04J…4-32

1l K‐ 2-29

06L-1-25

08K-1… 28

08K-4-27

04K-3-38

09J-3… 31

05K‐ 1-42

06K-2-28

06J-4… 24

04J-4-31

1l L… 3-29

06G-2-44

08L-1… 28

表  採

05K-2-39

08L-3‐ 28

06H…2-35

07K-3¨ 17

04K…3-24

07K-1-20

Ⅱ B

Ⅲ灰

ⅡB

Ⅲ K

Ⅲ M

Ⅲ腐

Ⅲ腐

Ⅲ腐

5。9

7.6

7.5

9.5

8.7

7.2

6.3

7.9

7.7

22.3

9.1

10。0

11.9

11.0

9.2

12.8

10。 1

11.4

12.7

9.8

8.6

14.2

16.6

17.5

16。0

8。7

16.5

16.7

9.8

12.6

11.2

10。9

12.4

12.5

11.7

11。0

10.8

11.8

12.9

11。 1

8.7

10.4

16.8

15。 1

12.8

13。0

9。 1

9.8

8.5

9。 7

5.6

6.2

7.3

9。9

8.3

8。8

7.4

12.0

9.5

15。 7

4.1

5.5

5.4

6.1

7.4

4.0

6.6

7.2

5。9

7.5

6.5

9.0

8.1

7.5

7.7

8.9

9。9

9.8

9。0

10.8

8。 1

8.3

8。2

7.7

8。 7

9。 1

8.3

6.8

10。4

9。8

8.4

8.1

8.2

10。0

9。7

8.4

6.7

6.6

6.7

7.9

1.2

3。0

2.4

2.5

3.0

2.3

3.5

2.6

1.9

5。4

1.6

1.6

1。 1

2.2

1.7

2.2

4.0

4.4

5.5

5.3

4.5

5.9

4。8

4.8

4.4

5。2

3.1

5.5

3.8

3.9

3.9

5。7

5.3

3.8

5.4

4.1

3.3

5.4

5。0

4.3

4。2

3.5

6.4

4.1

4.3

3.8

3.0

3.8

3.0

3.8

45.5

149。3

110.8

253.1

201.5

143.0

152.8

272.3

152.6

1,839.3

55。4

75.6

103.6

138.2

87.4

178.1

366.7

499。 7

628.2

617.8

343.8

1,204.4

1,035.4

1,155。 9

935.1

629.2

620.5

1,217.3

529.1

811.1

600.5

779。4

730.0

588.3

834.1

594.0

477.8

708。 0

1,150。 3

688.5

479。 9

402.4

1,198.2

927.2

818.3

743.3

266.6

349。 1

231.9

439.6

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

砂     岩

砂     岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

緑 色 凝 灰 岩

ホルンフェルス

緑 色 凝 灰 岩

閃  緑  岩

ホルンフェルス

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

粗 粒 砂 岩

砂    岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

安  山  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

安  山  岩

第 61表 出土石器観察表 (10)
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番号 器   種 出土ブロック 出土層 長さcm 幅cm 厚さcm 重さg 石 質 備  考

526

527

528

529

530

531

532

533

534

535

536

537

538

539

540

541

542

543

544

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

561

562

563

564

565

566

567

568

569

570

571

572

573

574

575

576

磨    石

磨    石

磨    石

磨    石

磨    石

凹    石

凹    石

凹    石

凹    石

凹   石

凹    石

凹    石

凹    石

凹    石

凹    石

凹    石

凹    石

凹    石

凹    石

凹    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

敲    石

台    石

尖  頭  器

ミニチュア礫器

垂   ノ
飾

映 状 耳 飾

石 製 円 盤

石 製 円 盤

07R4-1-44

07L-1… 15

08K… 3…30

07H…4-37

07R江 -1-14

09L‐3-34

08h江 -3-27

08M-1… 26

10L-3-33

09M…3-33

08H-4-35

05J-442

04J‐4-38

04J-4-39

03H-1-45

07M-2-30

2号 炉

09M…2-33

041…2-41

08J-1… 34

03H-4-38

061… 1…38

06J-3… 33

07G-2-41

041-2… 36

08J-3‐ 36

08K…4-30

05J‐ 1…36

07K-4‐ 34

08L‐4-28

08K… 4…28

07ゝ江-2…35

07M‐3-19

09M-4-33

08L-4-33

07L-1-15

09M…4-33

08K:‐1-29

06L-1… 26

071-2-30

08K‐3-16

07L‐ 1-26

06L-1… 29

06K…3-30

071-3-38

09M-1‐ 16

05L-3-30

03H‐2-39

031… 1…37

04J-1‐ 42

03111-4-45

0311¨4-44

Ⅳ B

ⅡB
IB

Ⅲ灰

Ⅲ腐

Ⅲ灰

Ⅱ B

7.8

7.7

7.6

7.7

10.9

11.5

13。0

16。6

19。9

13.2

15.2

9.5

7.5

11.4

10。 3

11.1

11。 1

10.6

13.4

11。7

14.2

16.4

13.0

10.0

13.1

7.5

14。9

16.7

11。 7

10。 6

8.4

10。 7

11。0

13.9

15.5

13.8

12.8

12.0

11.6

16.5

15.5

12.1

10.2

11.7

30。9

(2.0)

4.2

3.3

2.7

2.7

2.3

8.8

5。9

8。0

7.1

9.1

7.1

6.6

10。 1

10.0

7.3

8.3

8.2

7.1

8.1

6.9

5。2

5.3

8.4

6.2

7.4

8。0

6.9

6.9

10.7

7.5

7.3

8.1

7.2

7.0

6.6

6.4

6.8

6.1

11。0

13.3

5。8

5。9

8.5

8.6

6.7

5.7

14。9

8.1

10。 3

20.6

1.9

2.2

2.1

(1■ )

2.8

2.6

3.9

3.5

2.4

3.2

4.7

2.7

3.1

2.1

5。9

4.6

4.1

2.7

3.5

3.2

4。O

3.0

2.5

3。9

2.8

2.3

3.9

4.5

5。0

3.8

3.3

3.6

4。3

5.5

2.2

3.5

2.7

4.8

5。 1

4.5

4.2

3.4

2.8

3.4

3.2

5.7

2.1

3.5

3.3

3.7

5.2

0.6

0。7

0.2

0.8

0.4

0.4

393.7

211.6

259.5

271.9

726.9

332.8

452.7

536.4

1,757.3

705。0

860.8

314。 9

161.1

413.0

433.5

280.9

216.1

469。 1

314.4

303.3

620。 8

738.4

672.7

565.4

497.9

284.6

777.8

1,064。3

253.7

291.8

212.6

564.6

583.2

1,058.2

1,406.8

436.6

330。9

481.6

436.4

934。 0

259。 0

1,040.8

492.6

687.3

4,885。 0

(3.4)

7.3

2.3

(4.3)

6.1

5。0

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

緑 色 凝 灰 岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

砂    岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

ス コ リ ア

緑 色 凝 灰 岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

砂    岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

蛇  紋  岩

閃  緑  岩

砂    岩

閃  緑  岩

閃  緑  岩

結 晶 片 岩

砂    岩

緑 色 凝 灰 岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

緑 色 凝 灰 岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

緑 色 凝 灰 岩

緑 色 凝 灰 岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

角  閃  石

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

緑 色 凝 灰 岩

チ ャ ー ト

ホルンフェルス

ホルンフェルス

滑

滑

滑

石

石

石

磨石兼用

磨石転用

磨石転用

磨石転用

磨石転用

線刻あり

磨石・凹石転用

凹石転用

磨石・凹石転用

凹石転用

凹石転用

凹石転用

凹石転用

凹石転用

凹石転用

凹石転用

欠損

第 62表 出土石器観察表 (11)

-244-



(3)出土骨角器

今回の調査で検出した骨角器は、有機遺物の出土量

に比して極端に少なかった。しかも、断片が多く、全

形を推し量ることができるのは海産素材の垂飾品わず

か 4点にすぎない。骨製の生活用品は皆小さく、想定

できる種類が限られている。末節に偏る本遺跡の骨類

出土傾向と合致するといえないでもない。

第119図に示した骨角器類の出上位置は、骨全体の

傾向とおなじく、灰層でも中位から下位に集中してお

り、ツノガイをのぞく305013016は条痕文系土

器、 109012014は沈線文系から条痕文系間、他

は沈線文系土器の分布高で検出している。

このうち、1～ 8は骨針やその類似品と考えられる。

1は上位端の穿孔部がかろうじて残っており、有針孔

種であることがわかる。また、 2は酷似する端部の加

工と切断破損を思わせる割れ日から、やはり有針孔種

の製作途上で破損したと考えられる。 3と 6は側縁の

湾曲から、それぞれ上端、針部に近い部位だと判断で

きる。また、708は、扁平な針部である。

これに対し、9～ 12は詳しい用途の見当がつかない。

10はシカ製のへら状具で、丁寧な面取りや研磨がなさ

れている。しかし、欠失部の形態が想像できない。ま

た、 9・ 11は断面棒状となる粗い加工の棒状具である

が、刺突具などが想定できるだろうか。12はシカ角の

加工先端部である。

12の素材は結晶片岩であるが、特有の片理を利用し、

くばみをもつ長片を加工している。技法は、骨針の製

作法そのものであり、凹部の両端を磨き、断面蒲鉾状

に整える。上位端は丸く加工されるが、凹面には痕跡

はなく、自然素材を利用したと考えられる。用途・

加工法などの共通から、骨角器とともに扱った。

14～18は単懸の垂飾品であるが、15・ 17018が沈線

文系土器の出上位で検出できており、往時の多彩な好

みが察せられる。

14は、灰層中位の屈葬人骨の至近でおなじ高さより

出土したが、頭骨より北東方にはずれており、副葬品

であったか定かではない。不明骨を利用し、極薄平板

な加工の末端に穿孔がある。側縁は面取りされ、上端

は丸みをもっている。両辺の交点は切り立っており、

穿孔とのバランスで復元すると、縦長の台形となる。

角張る端部の形態や薄さなどから、骨針等の生活用具

とは考えられず、第118図5円のような彫刻は認められ

ないが、おなじような垂飾品と推定した。

14は、イタチザメの歯を加工した垂飾品だが、灰色

の歯根両端と、黒光りする歯の中央を欠損する。歯根

部を利用した穿孔は二個所に行われているが、そのい

ずれも欠落している。歯部と歯根部との位置関係は、

ほぼ軸を合わせるように復元したが、日中の部位に

よっては大きく角度が変わる可能性がある。

16018は、それぞれイモガイとハイガイの殻頂を磨

りこみ穿孔している。後者は生息時そのままだが、前

者は殻頂のみを切り離し、螺旋を消した上で上下を平

坦に整えている。

17は、現在では四国以南にしか生息しないハチジョ

ウダカラの大型品の貝背を取り払い、殻日の外唇部を

利用して製作された垂飾品である。穿孔は、歯状装に

向かって背後の上面に平行擦 り切り法で行われてい

る。濃茶地に欠文白斑ある背面はまったく見られず、

本来は漆黒色の底面付近も風化により光沢を失い象牙

色の組織色と化している。研磨は、正面だけでなく、

裏面や上面の面取りにまで行き届いており、この装飾

品をめぐる思い入れの強さが現れている。

一方、19以下は、ツノガイの断片である。遺存部位

はさまざまだが、成長線を一単位に切断されたような

29037038な どは、小環に切断後、上下を研磨してい

るようである。これらは、遺跡全体で113点 も検出で

きた。出土高も190mの沈線文系から38039の条痕文

系、はては29の前期まで、長期にわたる土器の分布範

囲に広がっており、時をこえて珍重されたと判断でき

る。もちろん、わずかな大片がこれほどまでに崩壊匹

散したとは思えず、これらは、複数片を結節した首飾

りとして利用されたと考えられる。また、20な ど、紐

を通すにいささか難があるものは、入手素材の残片の

可能性が高い。
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Ⅵ まとめ
1。 妙音寺寺院跡
(1)調査区から

妙音寺遺跡は三沢川右岸の段丘上にあり、長さ約

300m、 幅約40mにわたる範囲に、石垣で囲まれた平

場や、石組の井戸や池などが配される寺院跡として把

握されていた。加えて、龍ヶ谷城の西側や南側の山裾

にも、断続的に石垣をともなう平場が点在しており、

これら一連の平場群が連携を保ちつつ、近い時期の機

能的空間を形づくっていたと考えられる。

今回の調査は、この遺跡を東西に横断するかたちで

着手することとなった。だが、遺跡のわずか約 7%に

すぎない南端の長さ33mの範囲が対象であり、これら

一連の関連遺構全体からみれば、きわめて限られた地

区といわざるをえない。

遺跡の中心は、調査区の北側約200m付近で、広大

な平場群が展開し、一部に供養塔群が造立されている。

このなかには、石垣で造成 。区画された平場が 3箇

所残されている (第 6図 )。 ここでは仮に北側より第

1号廓、第 2号廓、第 3号廓と仮称する。

第 1号廓は、間口約19m・ 奥行約14mで、縦綾杉

状の石垣によって区分されている。石垣の高さは、前

面と右側面が約0.5m、 後面が約1.5mある。北側には、

平積みの石垣上に五輪塔と自然石に梵字 (キ リーク)

のみを刻んだ供養塔が2基存在する。

これに対し、第 2廓は、間口約25m・ 奥行が約11

mあ り、約2.Omに及ぶ平積みの石垣で区切られてい

る。また、その北側に石組み井戸が存在する。そして、

第 3廓は、間口約26m・ 奥行きが約1l mあ り、約2。 0

mにおよぶ2段の平積みの石垣で区切られている。

その他の遺構としては、第 3廓の西側に池とみなさ

れる窪地が現存し、その至近に石組の井戸が配されて

いる。後者には今も木枠が一部残っており、石組のな

かに近世と思われる石日の破損品が組み入れられてい

るのが観察できる。

この周辺に残る「タカンドウ・ ドウノイリサワ」

の遺称から、これらのいずれかの段に寺院機能にとも

なう「堂」が存在した可能性が強い。しかし、段丘地

形に制約された平場の奥行きから考えると、仮にそれ

が存在したとしても調査区内では二間四方以下の小規

模な建物が居並ぶ配置がせいぜいだっただろう。

これに対し、今回の調査区内では5段の石垣に画さ

れた4箇所の平場を確認し、測量や造成法の調査を加

えた。だが、平場内には礎石・柱穴・雨落ちなど、

建物に関する遺構は検出できなかった。後世に畑地と

して利用され、これらが消滅したとも考えられるが、

さきに示した堂の入沢対岸の中心地に匹敵するような

施設が軒を連ねていたとは考えにくい。

また、調査区内に4箇所が存在した供養塔群に対し

ては、その現況の記録や断割り調査も行った。第 1供

養塔群は、石組上に板石塔婆と五輪塔を、他は自然石

の供養塔をのせたものである。第 1群の板石塔婆は中

世、五輪塔は戦国末期のものである。石組の下からも

空風輪と火輪が出土したことから、後に石を組み、再

配置したと考えられる。

一方、他の供養塔群は、宝永から文化年間のもので

ある。遺物は、第 4供養塔群に属する2基の供養塔 (宝

暦・文化年間)を組み直した際に供えられたと思わ

れる「寛永通費」と陶器片を得たのみであった。

さらに、調査中に出土した遺物も極端に少なかった。

表土や平場などから陶磁器類や古銭が採集されている

が、これらはいずれも近世や近代・現代に製作され

たものであった。

妙音寺遺跡の造営年代については、至近の山頂に構

えられた龍ヶ谷城とのかかわりを認める立場から、戦

国末期から近世初頭に至るあいだと考えられていた。

今回の調査では、中世の板石塔婆が発見でき、これを

よりどころとすれば、該期以前まで開発年代が遡る可

能性がある。また、石垣の大部分を占めた平積み手法

も戦国期のものだといわれている。
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しかし、龍ヶ谷城や、おなじ時期に機能した寄居町

花園城にみる石垣は、土止めに最小限の数段を積み上

げるだけで、妙音寺の2。 Omにもおよぶ威圧感ある平

積みの石垣とは比較にならず、とても石垣とよべるよ

うなものではない。

また、第 3平場では、初期造成上と判断した層から

近世・近代の陶磁器を検出した。その前面の石垣は

平積み手法によっており、従来綾杉状より古く位置づ

けられていた平積石垣の年代も新旧の幅をもって考え

る必要が生じたといえる。

妙音寺平場群の石垣規模と第 3平場での所見は、遺

跡形成の時期について一石を投ずる結果となった。こ

れが、築造時期そのものを指し示すのか、補修増改築

の時期にあたるのか、確たる所見は得られず、その是

非は、さらに詳しい調査にゆだねるほかにない。

(2)妙音寺遺跡の性格

本書ではこれまで、『埼玉の中世寺院跡』(梅沢1"2)

にならい、妙音寺遺跡を寺院跡として扱ってきた。だ

が、実はほかにも根小屋説・館説・畑宍垣説などが

取りざたされている。

たとえば、1根小屋説は、龍ヶ谷城 (千馬山城)と の

関係を軍事的な側面でとらえようとするものである。

同城は、文明5(1474)年、長尾景春が築城し、用土

新左衛門正光が居城したと伝えられている。そして周

辺の他城と同様に、天正18(15∞)年、鉢形城の落城

にともない廃城になったとみなされている。

龍ヶ谷城が位置する山頂の北麓は、断崖が連続し、

とても直攀できる環境にはない。本遺跡から同城への

経路はこの断崖の脇をかすめるが、やはり急峻であり、

登坂には困難をきわめる。対して南方の尾根は斜面も

緩やかで、現在も山頂の平場に残る稲荷社や用土社の

祭礼では、この経路が登山道になっている。

さらに、南や東の尾根には、これを分断するいくつ

もの堀や平場・石垣があり、門跡や物見櫓と称され

る遺構も存在している。このような施設の集中は、敵

味方にかかわらず、人間の主たる流れをこの方面に想

定して縄張りが実施されたととれる。加えて、南側山

裾には茶坊主屋敷とよばれる平坦地があり、妙音寺遺

跡を根小屋にあてるにはいささか分が悪い。

また、館説、畑宍垣説については積極的な裏づけに

欠ける。前者では浩券を示しうるほどの建物規模をま

かなうだけの平場規模に不足すること、後者では部分

的な肯定は可能であるものの、周辺の遺称や供養塔群

の存在などに抗して全体にあてることができないこと

など、他説を凌駕する根拠にとばしい。

これに対し、寺院説は、『新編武蔵風土記稿』に印

された以下の記載がよりどころとなっている。

新義員言宗にて、郡中皆野村園明寺の末なり、

除地九畝十歩、今慶寺となり、山号開山等を博

へず、本尊如意輪観音

ここでいう「妙音寺」は、『新編武蔵風土記稿』が

刊行された江戸時代後期には、すでに廃寺となってお

り、創建などの詳細は明らかでない。そして、本遺跡

はこの「妙音寺」にあてられたわけだが、資料調査の

限りではその比定の初出と根拠は曖味なままである。

加えて、「除地九畝十歩」では調査区北側の「本廓」

だけの1/10にもみたず、なんらかの解釈を添えないか

ぎり、面積差はあまりにも大きい。

しかし、調査区北の遺称「タカンドウ (高堂)」、沢

が「 ドウノイリサワ (堂の入沢)」、その沢の上流が「 ド

ウイリ (堂入り)」 とよばれていることは、寺名を離

れてもなお、かつてこの周辺に寺院が存在したことを

ものがたっている。

また、中世墓碑をふくむ第 1供養塔群の存在や、「本

廓」に建立されている僧が諸国の寺院を巡見した言己念

碑である廻国塔「天明七丁未歳営所・梵字奉納大来

妙典日本廻国・九月吉祥日北門快 ?欣」などから、

現状では寺院説がもっとも妥当と考えられる。

ただし、1礎石などの建物の痕跡や瓦等は確認できて

おらず、平場・石垣の築造年代に疑義が生ずるなど、

遺跡の性格を解明するには、これらを総合的に検討し

た上で、後の調査をまつ必要があるだろう。
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2。 妙音寺洞穴遺跡
(1)出土遺物

妙音寺洞穴遺跡の調査では、土器4,374点、石器類

1,215点、剥片類19,455点、骨角器類18点の、計25,062

点に及ぶ人工遺物と、8,965点の骨貝類を検出した。

排土の水洗選別で得たものが85%を超え、小片が加算

を後押ししているものの、わずか∞ピあまりの対象区

や土量を考えれば莫大な成果だといいきれる。

出土土器は、撚糸文系から加曽利 E系まで多岐に

わたる。なかでも、秩父域の開地遺跡ではあまり発見

されてない早期が主体で、とくに、条痕文系初頭の資

料に恵まれた。これらは、統計作業に備えるよう、発

掘時の所見から、あらかじめ8つの大分類を行い、そ

れぞれ 3から7の細種を設けた。だが、製作期や器種

の偏差を予見しきれず、不足が生じている。

土器の出土相は、層位の激変に連動しており、早・

前期の間であざやかなちがいをみせる。早期では、た

とえ少数であっても比較的短期にまとまりのある土器

が残されるのに対し、前期以降では多岐にわたる時期

の小片が少数残るのみである。これは、後述する洞穴

利用の様態差とも関連してくるだろう。

このうち、 1類は撚糸文系に属するもので、軸絡幅

が密で細い撚糸文施文種がもっばらである。 lB種
は口唇部の外反や面取り施文の手法から、井草Ⅱ式を

主体とし、一部は夏島式に相当するだろう。撚糸施文

への傾斜は、関東平野在来の系譜を基盤としながらも、

西部地域の極相を反映しているととれる。また、lA

種とした1点は、これらにともないながらも非関東の

系譜をひくものと考えられる。

2類の沈線文系は、狭い線間に対する刺突充填や曲

線文、なかでも単位文化した曲線文が存在することな

どから、田戸下層式でも後半期に製作されたものが大

勢を占めるようである。だが、整然とした分帯線列が

施された構成もあり、一概にはいいがたい。また、集

合線の構成文から対立する二線の独立化過程が垣間み

られることから、一部上層式にさしかかるものもふく

まれているかもしれない。より古い一群を念頭におい

た沈線の太細による分類は、年代や上下の傾向差をみ

とる有効な手だてとはならなかった。

また、関東平野の同期土器群に比して、無文や縄文

施文個体の率が高く、押型文系との錯綜のただ中に

あった秩父域の特色になるだろう。後者は沈線文系で

も上位に出土する例が多い。そして、沈線と複合施文

されるもののなかには二線対応を前提とした竹管施文

などもあり、より後出するかもしれない。

3類は押型文系で、水洗選別遺物の小片も念頭に押

捺形による仕分けの基準を設けたが、結果として施文

位の変遷を混合してしまった。山形施文種のうちT

型構成の密接施文が残るものは、いわゆる普門寺式に

相当する。その多くが、撚糸文系と沈線文系・押型

文系楕円施文種の中間位で出土している。

これに対し、山形 。廉状・楕円を含め、横位密接

施文されるものは広義の細久保式にあたる。こちらは、

沈線文系と混合しつつも、その下位にまとまる傾向が

ある。さらに、口縁が外反し、器高の低い粗大な楕円

文を施すものは、押型文系でもっとも上位にあり、細

久保式でもより降るだろう。

4類の条痕文系は、有文土器が極めて少ないうえに

構成や描出法の差が大きく、弁別に窮した。このうち、

4A種を有文器種として擁する一群は、関東平野で

いう田戸上層から子母口式にかけての段階の土器群と

考えられる。文様要素と構成は、絡条体圧痕文が関東

平野と通じるが、どちらかというと長野県望月町新水

B遺跡早期Ⅲ群 (福島・中沢199つ や、北相木村栃原

岩陰遺跡 (田中1"つ ・茅野市判ノ木山西遺跡 (小林

1%1)出土品のなかで条痕を備える一群の土器に近い。

しかし、ここでは、新水B早期Ⅲ群に多出する、

田月上層的な描出法である二線組の直曲文や内部への

充填などがなく、貝殻腹縁文力沫」切になりかわってい

る。逆に、栃原・判ノ木山西にみられる幅広の施文

帯に配された縦位線や斜行線列にも欠けている。

これらの欠落が、偶然か、両者の間に位置するのか、

はたまた隆帯使用の率が高いことなどから関東平野に

-249-



より近い独自の地域相なのか、判断がつかない。ちな

みに、 4B種のうち、茅山下層式と判 じた構成要素

を 4A種の一群に組み入れたならば、より後者に近

い文様描出の編成となる。だが、実資料の器面調整や

描出線等の特徴をみると、確信がもてない。いずれに

せよ、 4A種は、田戸上層的な線描手法が払拭され

ており、条痕文系最初頭の一群として位置づけられる。

前期のなかで、 5類は前半の羽状縄文系土器をあて

た。 5A種は早期末から前期初頭の縄文施文土器と

その派生種、 5B種は広義の関山式、 5C種は古東

京湾域の黒浜式にあたる。それぞれ断片的にしか出土

せず、さらに 5B種でも先後がみてとれるなど、単

一期の痕跡はさらに希薄となる。

また、後半の竹管文系は 6類で統一した。諸磯 aか

ら c式までが出土したが、主体は a式中葉から後葉

の所産であった。そして、中期では708類の勝坂・

加曽利 E系土器が出土したが、県内でも秩父地域に

多出する五領ケ台式は検出できなかった。勝坂系は少

量ながらも末葉の井戸尻式でまとまっているが、加曽

利E系はおなじようななかに IからⅢ式の幅がある。

一方、石器類は、一回の調査で出上した早期石器の

数としては、関東でも有数のものとなる。もっとも、

これらが当地周辺の早期石器組成をそのままにあらわ

すのか、洞穴遺跡特有の活動様態と結びつくかたより

があるのか、至近の調査例がない現在、対比のしよう

がない。現に、前期以降の石器群は斧類が少なく、石

材豊富な地域の実相とはいえない。

これは、後述するように、前期以降の洞穴が限定さ

れた形でのみ利用されていたことに影響されている。

しかし、逆に考えれば、前期以降にくらべてここでの

活動色が強い早期では、本来の組成に近い器種比と見

込みをたてることもできる。

石器製品は、約半数が定型・不定形の礫器で占め

られ、残 りを小型・大型の削器、石鏃、そして磨石

類が三分する。全体としては、黒曜石やチャート製の

小型削器類が少なめかとも思えるが、狩猟具の石鏃の

みは多く出土している。剥片の量比が象徴するように、

刃器の石材はホルンフェルスが抜きんでており、礫器

のみならず、削器の大半もこれを利用している。鋭利

さに欠け、利用に力を要する石器群ともいえる。

これらの出土分布は、石鏃・削器・礫器・磨石類

の順で、秤にかけたように、個体あたりの重さが増す

につれ洞穴奥から遠ざかる。洞内では、石鏃・削器

の軽量製品が半数を占め、前庭部では礫器 0磨石類

の出土率が増加する。これは、埋没時の流出作用や廃

棄場所のふり分けなどではなく、石器種の機能を象徴

する傾向だといえる。

石鏃はすべて他所で使用され、ここでは洞穴に保管

されるのみである。逆に、磨石類はここで利用され、

飛沫や残殻の散乱と片づけを配慮して、屋外で使われ

る。石器の機能種に起因する移動率と洞穴内外の関係

は、刃器二種にも通じ、ここからの搬出率と、ここで

の作業で発生する不要物の多寡によって両極の狭間に

おける空間占地の遠近が定まってくる。

早期石器群のなかでもっとも特徴的なのは、ホルン

フェルス製の大型削器と礫器を中心とする刃器群だろ

う。これらは、時をこえて常に組成の中心にあるが、

製作から使用に至るまで、意にそう許容範囲を広く見

込んでいたのか、器種内のみならず、削器と礫器の間

でも中間形態が多い。前期以降に普)日化する大規模な

地面の掘削や用材調達などの果敢な自然加工が、機能

に即した斧類の定型分化との相乗であったとすれば、

刃器群の曖味さは、彼らがめざした自然への働きかけ

のおおらかさを象徴するといえるだろう。

しかし、結果的に残された加工面では、握り部に礫

塊の自然面を残す型のなかでも、横歯の鋸状、握り以

外の三面を打割調整した四角状、握り以外を二側縁化

した三角状など、握り部と最終形態を意識した原材選

定を含め、おぼろげながら彼らのおはこがみてとれる。

この傾向は、日高市向山遺跡 (黒坂1"5)の早期前葉

礫器群などにも共通しており、挽く 0はらうような

分散連続作用や、衝撃力を求めた一点作用など、刃器

のなかでも用途に応じた作りわけが意識されていたこ

とを示している。
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また、一様にみられるあつい器厚は、剥離技術の不

足というよりは、手持ちのままでの作用力を効果なら

しめる重さを求めた帰結と考えられる。当然、刃部角

は鈍くなりがちだが、それをおしてなお、鋭利さの犠

牲を意に介さぬような加工が多くみられる。石核を誤

認したともとれるが、礫器群の大きさから得られるよ

うな小型石器類に、おなじ石材はほとんど存在しない。

使用法の実態は特定できないが、やはり刃器とみるし

かないだろう。

両類の分類は、握り部に対する加工の有無で行った。

そのなかには、縦型から、主体の横型までがあり、実

際の作用機能を反映したものではない。しかし、出土

高の対比では、石器が激減する気配の早期中葉をはさ

みつつも、早期前葉に特定できる3B種から、3C

種を経て3D種に至る漸移的な変容がみてとれた。

加工の手数もこれにつれて増し、早期後葉に多出する

3A種の定型礫斧群が確立する。だが、前期でも礫器

はかわらず製作されている。恵まれた石材を活かし、

その場で気軽に定型品の代替としたようである。

このほか、今回の調査で検出できた有機遺物は、内

陸地ではもちろんのこと、貝塚をふくめても、県内有

数の加工品に恵まれた。灰層やその浸透は、より鮮明

な縄文世界をのぞきみる窓を今に残した。その分布に

はかぎりがあり、有機遺物全体の算定は望めないもの

の、灰質のうずたかさは洞穴にもたらされた生物種の

うつりかわりを封じてくれた。たとえば、カエルは早

期中葉に好まれ、カニは主として早期後葉に受難の日

々を送ったようである。また、ツノガイは早期中葉か

ら前期に至るまで、装いの必携品だった。

有機遺物の全体相は、貝類が秀でており、これを捕

食種にかぎっても約 7割を占める。鳥や獣類は捕食生

物の3割に満たず、妙音寺洞穴での活動が、眼下に流

れる三沢川の恵みに多く依存していたことをうかがわ

せる。流れでは、ときによリモクズガニやウグイが捕

獲されたようだが、最大のノ凰恵は、捕食貝類のほとん

どを占めるカワニナで享受している。結晶片岩の岩盤

が洗われる三沢川河床では、二枚貝類が生育しにくい

環境であったのもたしかだろう。

妙音寺でのカワニナの出土量は、近い周囲には例を

みない。そもそも秩父域の洞穴 0岩陰遺跡では、捕食

貝類が発見される率が少ない。貝類が発見された遺跡

のうち、秩父市浦山岩合岩蔭 (田部井・江口他1984)0

大滝村神庭洞窟遺跡 (栗島・中村1994)は キセルガイ

など自生貝がすべてで、秩父市橋立岩陰遺跡 (芹沢他

19■)は搬入貝のみが出土している。また、関東山地

を隔てて定置し、豊富な出土遺物に恵まれた栃原岩陰

遺跡 (西沢1982)でもカワニナは出土していない。

唯一、おなじような傾向を示すのが小鹿野町合角川

入岩陰 (小林他1"5)で、動物骨との出土比も似かよっ

ている。ところが、捕食の主体となる条痕文系初頭期

の土器は合角川入では出土していないため、時期的な

好みとは考えられない。また、二遺跡のみならず、西

日本に多いカワニナが出土した洞穴 0岩陰遺跡の河

川環境や、そこからの距離などを比較しても、ことさ

ら他と区分するほどの立地の特徴はない。

さらにこれは、妙音寺洞穴遺跡内の先後にも通じる。

カワニナ捕食の痕跡は、早期中葉より前期まで間断な

くみられるが、なかでも早期後葉の灰層上位で俄然勢

いを増す。そのきっかけには個体生育環境の向上や、

食材嗜好の変化、洞穴利用の変質などが考えられるが、

遺跡間の偏差もふくめ、特定できなかった。

これに対し、動物類の内訳は、哺乳類が半数以上を

占め、キジを中心とする鳥類がこれに続く。貝類とは

異なり、その種類は秩父域の縄文時代では一般的で、

今回新たに発見されたまったく別の動物類はカモ類程

度である。広く野山を跛屈する動物狩猟と、眼前の流

れに頼りがちな貝類採集では、後者の方が遺跡環境の

独自があらわれやすいのも確かである。

妙音寺人の捕獲対象は、タヌキやネズミ程度の中小

型獣が多い。だが、イノシシ・シカは出土高を問わ

ずみられ、捕食の一般性と道具素材としての重さが察

せられる。動物類の遺存部位は末節周辺が多く、胴部・

頭部など、栄養補給や利用価値の高い部位の出土に劣

る傾向がある。有機遺物の全体量に比して極端に少な
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い骨製の生活用品は皆小さく、種類がかぎられること

も、共通項とみなすことができる。

他に、10種140点が出土した海水産貝類は、もちろ

んすべて搬入品である。垂飾に加工したイタチザメの

歯をふくめ、もっばら当地での海産物の希少性をあて

込んだ装飾品や素材としてもたらされたはずである。

なかには、早期中葉のハチジョウダカラやイモガイな

ど、関東沿岸ではみられない貝種もあった。

このうち、イモガイ・ ツノガイ・ハイガイ製の装

飾品は栃原岩陰遺跡で、また、前者は長野県真田町陣

の岩岩陰遺跡 (丸山1968)、 後者は新潟県上川村室谷

洞窟遺跡 (中村1964)でも出土しており、加工部位や

方法も共通するなど、海岸部での量産を沸々とさせる。

栃原岩陰の搬入海産物は、他にアワビ・ ウミニナ・

タカラガイ・ハマグリ類やサメの歯などがあるが、

ほとんどが妙音寺例と共通している。えりすぐりの交

易品が秩父域を介して中部山岳に拡散する弛みない流

れの途上に妙音寺は位置していたのだろう。

(2)検出遺構

今回の調査では石組炉 3、 土羨 2、 屈葬墓・配石・

柱穴それぞれ 1の 5種類の遺構を検出した。

このうち、もっとも注目すべきは屈葬墓の発見であ

る。洞穴入口北部の灰層中位にあたるⅢG層で検出

したが、埋葬にともなう掘り込みや副葬品類は確認で

きなかった。葬法は頭頂を洞穴入日の西にむけた横臥

屈位葬で、一部は後変質のⅢ J層に侵されていた。

発掘時の所見を総合すると、墓羨の存否やその深さな

どにもよるが、土器 4A種を目安とする、早期後葉

の条痕文系期でも早い段階に葬られたと考えられる。

被葬者のこまかな特徴については付編に詳しいが、

身長150cm強の壮年男性で、早期人骨としてはきわめ

て遺存状態のよい資料である。全体に華奢であるなど、

大きくみた早期人骨の諸条件を備えるが、妙音寺人独

自の1所見もえることができた。

6歳前後に見舞われた飢餓をのりこえた彼は、陣鋸

や肘を曲げ前腕の回旋をくり返す生活様態のなかで、

奥歯の違和感を気にしつつ、下顎、の前歯を外向きにす

り減らすまで道具として酷使していた。また、それが

ために皿曽筋が発達した反面、歯ぐきの諸症状に悩ま

され、糖尿病などの全身病にもさいなまれていたらし

いなど、付編報告からは満身創疾をおしてくらしをさ

さえねばならぬ彼の凄惨な姿がうかびあがる。

そんな彼が生前に受けたらしい側頭の損傷は、落

盤・滑落・転倒や不用意な痛打など、岩がそこここ

に露出する遺跡周辺ではその条件にこと欠かない。不

注意か不可抗力かはわからぬ最期だが、彼が、思いも

かけぬ災いをこうむった不幸な通過者ではなく、送り

偲ぶ身近な人をもつ在地者だったのは確かだろう。

県内では20を こえる縄文古人骨の発見例がある。だ

が、浦和市円正寺低湿地 (小倉1990)、 入間市板東山

遺跡の甕棺 (谷井・宮崎1973)例をのぞき、ほとんど

が貝塚での発見で、これが発達する古東京湾沿いの前

期及び中期中葉から後期にかけての遺跡例が多い。こ

のほか、秩父域では洞穴・岩陰遺跡で複数の出土例

が報告されているが、前期後半の屈葬墓 ?で送られた

合角川入岩陰例をのぞけば、性別も不明な断片骨の散

乱がもっばらであった。

これらのなかで、妙1瑾肇寺人は、埋葬形態の明らかな

越生町夫婦岩岩陰前期初頭人 (石川1997)、 時期比定

でもっとも古い皆野町三角穴半洞窟早期後葉人 (小

林・吉川1964)を引き離し、県内でも最良最古の古人

骨出土例となった。また、広く関東・甲信越をみわ

たしても、早期人骨の発見例は40をわずかにこえるの

み (宇田川1"4)で、埋葬法や被葬者の性別 0年代層

の条件を示せる例となると、未報告の情報をふくめて

も10を大きくこえることはない。

埋葬形態は、宇都官市大谷寺洞穴例が再検によって

縄文最古の地位に躍りでる (註 1)までその地位を占

めていた横須賀市平坂貝塚例 (岡本1953)が伸展葬で

あったほかは、横・仰・伏臥の差こそあれ、早期で

は屈葬位が一般的である。その点、妙音寺の埋葬法は

他とかわりない。だが、個人の生活習慣や死因力Ⅶ鍛、リ

できる例は、栃原岩陰遺跡の落盤で事故死した幼児骨
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2体など、わずかしかない。

妙音寺人は、この点でも数少ない資料となり、葬)差

法・年代・性別 0各部位からえられる計測値など、

検証題材としての資料的な価値を加味すれば、東日本

でも最古級の古人骨のひとつといえる。

このほか、:土壌:の水洗選別によっても42点の人骨:片

が発見できた。出土位からして、これらも縄文早期の

うちに洞内に至ったと考えられる。なかでも幼児や乳

児の割合が多く、いたいけな盛りをむしばむ生育環境

の過酷さをものがたっている。もちろん、乳幼児が独

りこの場で自然死したとは考えられず、獣に陵辱され

た噛傷残る骨も存在しなかった。埋葬地は特定できな

いが、すべて葬られた可能性が高い。

灰層中の混乱にまき込まれたのか、多くが断片的な

散乱に終始するなかで、南庇下の岩盤壁際では幼児の

頭骨・頚骨・肋骨 0上腕骨などが至近で出土する例

があり、同一人の遺骨である可能性が強い。付近は沈

線文系と押型文系の土器が分布しており、妙音寺洞穴

の埋葬期に時期幅があることを示している。

一方、石組炉は、結果的には3基しか検出できなかっ

た。だが、第Ⅳ章の各節で強調したように、灰の層厚

や点在する純灰、そこにつき立った多くの川原石など、

地床炉や少数の石組炉だけでは説明できない周囲の状

況が、この数倍におよぶ改廃を彿彿させる。

洞穴・岩陰遺跡では、その多くで石組炉が構築さ

れている。なかでも妙音寺の洞民内での炉位置は、入

口庇下のやや奥まった箇所でおりかさなっており、手

狭ななかでの排煙への配慮がうかがえる。遺物や骨貝

類もここを避けて廃棄されており、常に優先して燃焼

施設があてられたことをものがたっている。

また、土砂の供給源が極端に制約される洞穴内では、

人為的な燃料材の持ち込みとその灰質土化が最大の土

壌形成要因となる。早期中葉以降の灰層形成はまさし

くそのくり返しが周辺に勝る層厚の増大をうながして

いる。だが、前期のそれは、周囲に灰層を形成するこ

となく、黒色味の強い土壌に終始する。使用頻度に不

足するのか、他の要因が関与しているのか報告に至る

まで説明を用意できなかった。

このほか、洞穴入口中央の柱穴は、灰層を破壊する

ことから、前期のうちに設営されたと考えられる。規

模と形態は竪穴住居跡のそれとかわ りない。柱痕は見

逃したが、覆土最下層にしきつめた柱受けの岩片から、

立柱が行われたとみて大過ないだろう。

洞穴内での構造物にかかわる施設の発見は他にあま

り例がなく、洞穴の自然形態がありのままに利用され

た印象が強かった。だが、広島県東城町帝釈名越岩陰

では、雨垂れの約 lm内側に、これに沿 うような後

期の柱穴列が発見されている (川越1師6)。 径力η。lm、

深さ0。 25m以下の小規模なものだが、それぞれに垂木

を支える覆屋が想定されている (中越1997)。

これに対し、妙音寺例は、おなじような位置ながら、

径Ю.2m、 深さ0.5mが 1本と、掘方はしっか りしてい

るが、本数は施設を築くにはいささか心もとなく、天

井の落盤を防ぐ支柱ともとれる。しかし、この時期す

でに洞内の堆積も進んでおり、天丼は手のとどく位置

にある。必要とあらば、危険な亀裂にくさびを打ちつ

け、安定した片理面を露出させることができ、むしろ

その方が洞穴空間を拡大できる。

逆に、低い天丼を利用して、柱を支点とした力学的

な平衡を保てば、第123図上段のような想定もできる。

土層識別の困難さから柱穴を見逃した可能性がある前

庭部には複数の柱を設けて天丼とともに桁組の安定を

はか り、洞内では主軸線上の柱が単独で梁を支えれば、

手狭な洞穴内を有効に活用できる。

(3)包含層の埋没状況

精査を実施した縄文包含層は、洞穴入国の岩庇下で

約1。 9m、 もっとも厚い南西隅で約2.9mが堆積してい

た。後者は安全上の配慮から下層の調査を断念してお

り、地山層の傾斜から、さらに約0.8mが存在したと

考えられる。現表土から基盤・地山までをみれば、

それぞれ約3。 3m、 約4。 Om下位に相当する。

妙音寺洞穴遺跡の包含層は、保存がよいあらわれな

のか、他の洞穴・岩陰遺跡と比較しても土壌の二次
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的な変質が顕著なようで、結果として織 りなされた土

層展開の複雑さは、洞穴・岩陰遺跡に特有の土質や

堆積にうとい担当者らには、不可思議の連続であった。

この種の遺跡例は土器の編年や古人骨の採集をめざし

た学術調1査が中心であるためか、特有の土壌形成や変

質に詳しくふれた報告例も少なく、指針のないまま、

まちがいをおかしているとも危惧している。

これら包含層は、人的活動が伴わない 0層と、確実

な地山を除き、 6種の大きな文化層を認定した上で、

さらに細別を施し、34に分割した。

そのなかでもっとも特徴的なのが、洞穴入口部で最

大約 1。 5mもの厚さにおよぶ灰層である。その広範な

存在によって調査区内の土層群は前庭部 0洞穴入

口・洞穴奥と三分され、層間の分離が容易となり、雨

垂れ痕や柱穴も迷わず識別できた。

灰層は、石組炉あるいは地床炉の構築や破壊をくり

返した累積と考えられる。内部からは沈線文系から条

痕文系中葉までの土器が出土しており、堆積が、かぎ

られた短期ではなく、長期にわたり断続的に上乗せさ

れたことを示している。

ならば、分層が可能なようだが、ほとんど木炭質や

土質の間層をはさまず、濃淡や、わずかな焼上の集中

が識別できる程度で、分布に規則性はなく、炉跡の破

壊や純灰の流出を単位ごとに識別しつつ細かな分層を

全体に対して行うのは困難であった。

最終的に明暗を目安に分割した 4層を通じ、人工遺

物はあまりみられず、灰質によって腐食をまぬがれた

有機遺物でさえも、その中央では極端に減少する。こ

こが、洞穴の形態にみあった燃焼施設の適地として他

の遺棄や混入を許さなかった結果だろう。

一方、灰層の周辺では水性と思われる土壌の変化が

認められた。これを単純に堆積序列の一環と見なすと、

平地に広がる遺跡の論理ではとうてい考えられない解

釈に至 り、その理解にとまどった。土壌の変化には大

きく、浸食をともなう雨垂れと、堆積物の不動変質と

いう二つの類型がある。

前者の雨垂れは、三種の痕跡を発見できた。

洞穴前面の主たる雨垂れ痕は、最終的に前期の黒褐

色土が浸透した粘質の強い薄層となってあらわれた。

雨垂れ内外を画する落差は約1.5mにも達し、前庭部

側で灰層を削り、左右では灰層を上下にまき込むよう

に粒子が浸透する。

おなじ痕跡は、さらに南の岩盤壁にそって連続し、

しだいに消滅していく。その間、 5Kグ リッド付近

では、往時高さを違えながら補いあっていた二つの岩

庇が風化崩落につれ離れていく様が、V字に刻され

た起伏で紡彿できる。そして、M列での復活は、かつ

て調査区南方にせりだした大きな岩庇を紡彿させる。

雨垂れによる浸食浸透層は、他の報告であまり表現

されたことがない。たしかに岩盤壁が重力に対して緩

傾斜の場合、雨水は多くが岩盤を伝い流れてしまい、

雨垂れの量に劣ることから、痕跡を残しにくい。逆に、

妙音寺例は、軒先に達した水滴の張力ではもちこたえ

られぬほどの庇角があったことを暗示している。しか

し、これは庇全体である必要はなく、岩盤を構成する

結晶片岩の片理が」咳」みな小口をあらわにし、雨水の

滴蕗:部をつくりだしていたようである。

また、第二の雨垂れは、洞内の天丼に走る亀裂に起

因する。これは、妙音寺固有の事象で、直下の堆積層

の起伏から、早期後葉に生じたと考えられる。亀裂を

伝う滴が下位の土壌を削り変質させ、灰層の奥限をき

わだたせている。また、洞穴が深い闇と化した後も、

この亀裂から屋外の黄褐色土が流入していた。

そして、第三の雨垂れは、調査区南の小庇直下に形

成されていた。洞穴口から続くかつての大庇のうちに、

小規模ながら残るもので、極端な土層の巻き込みはな

い。かえって、肖」り込まれた早期前葉の粘質土が受け

皿となるかのように、後葉の形成上が堆積していた。

この雨垂れが顕著になる早期後葉が、今はなき上位の

南大庇が崩落した時期と重なるはずである。

これに対し、洞穴内の灰層を下からとりまく黒・

茶褐色の腐植質層は、確定できないが、堆積物が不動

ながらに変質したようである。たとえば、屈葬人骨は

灰層と、この腐植質のⅢJ層にまたがって検出した。
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埋葬に際しての掘り込みの有無をおいても、人骨の上

下で土質の極端な変化が共通することは、本来ならば

ありえない。したがって、もともとおなじであった層

の一部が埋葬のかなり後に変質したことがわかる。

灰層が後世に変質をとげた結果とは考えられず、逆

に、Ⅲ J・ ⅢLの腐植質層が灰層をもとになりかわっ

たことになる。両層は灰層直下に限定された対応関係

にあり、第一・第二の雨垂れ痕や岩盤壁・床とも関

連をもつ気配がある。雨垂れににじむ水分や岩盤に行

方をさえぎられた湿気、あるいはそれを好む生物が堆

積土に変質をもたらした可能性が大きい。

層位の相対的先後を保証するとみられた洞穴・岩

陰遺跡への盲信をいさめる意見が示されてから久しい

が、湿気の軌跡でしかない両層などはその典型であろ

う。だが、腐植質上にみられた2類と4類土器の混合

も、傾斜に基づいた相対高に換算すれば、灰層下位と

おなじくおおよその上下が仕分けられるだろう。

このほか、土層観察では、標準の堆積経過にそぐわ

ぬ第一次堆積が二種類認められた。すなわち、洞穴奥

の0層 と、前庭部南西のⅣC・ D層である。

前者は洞尺奥の空洞の最上層に形成されており、そ

の供給源は洞穴天丼の亀裂に限定できる。亀裂は、前

述のとおり、早期後葉に発生したと推定できる。だが、

0層の層順は前・中期土器を包含するI層より上位

にある。これは、洞穴入口の崩落封鎖が吹き込み土や

表層土との混合をうながす人の進入をさえぎり、無人

の暗闇が0層の純粋で安定した堆積をはじめて保証し

たためと考えられる。

そしてもう一つ、層間に早期中葉の土器をわずかに

ふくむⅣCeD層は、直上の岩盤崩落を起源とする

平板な大礫がほとんどなく、均質な片岩小礫が充満す

る。また、両者は、主たる土砂や礫の供給源で洞穴を

抱く露頭岩盤の方向とは反対の、西の調査区外にむ

かって層厚を増している。

その成因は、三沢川の洪水や、露頭岩盤の背後から

北にかけての堂の入沢を駆けぬけた山津波の余波な

ど、外部の土砂が短期にもたらされたと想定できる。

なかでも、摩滅した川原石を含まず、露頭岩盤が調査

区の直下に刻まれた段丘崖の落差を埋めつくすだけの

土砂の供給源になりえないことなどから、山地起源の

後者が有力と考えている。

このように、妙音寺洞穴では一次堆積層のほかに、

特殊な堆積層、そして、二次的に変質をきたした層が

相互の関係を複雑にしている。だが、一般的な土砂の

供給は、やはり上位からで、前庭部では岩盤壁のはる

か上にこびりつくように堆積しているローム質土や崩

落礫と、少ないながらも北方の露出岩盤からの風性土

が関与していると考えられる。

これに対し、洞穴内での最大の供給源は人間の持ち

込んだ燃料材が灰化した土壌で、常に他より高位に堆

積する傾向を帯びている。また、洞穴奥では、灰層を

散らす人の動きや、吹き込み土などが入口部との落差

をとりもどすのに作用していると想定できる。

そのような堆積経過のなかにふくまれる土器は、お

およそ層位の堆積順や出上位置の相対的な上下が既存

の編年序列と符合する。とくに、前期前半の 5類以降

の土器を多く包含するⅡ層と、早期後葉の 4類を中心

とするⅢ層とのあいだには、不可侵のあざやかな反転

変化があらわれている。

妙音寺洞穴遺跡では、灰層を中心に小規模な遺構の

構築がくり返されていたものの、土器群を目安とした

時代区分ごとの堆積層を大きくくつがえすような規模

の土砂の移動を経てなかったことになる。これを裏づ

けるかのように、土器の接合関係は、地形傾斜と異な

る方向をまじえた至近で成立するものが多い。

唯一これにあてはまらないのが早期中葉の土器 2類

で、洞穴主軸方向の傾斜面にそった広範にわたって接

合関係が成立した。これは、洞穴内の土砂が前庭部に

かき出された結果ともとれる。だが、そこでは、より

以前の土器との混合や上下の逆転が観察できないこと

から、生活面を整えるために薄層をかきだした程度の

行為と考えられる。

これらの前提のもと、第lm 0 121図に示した土器の

平面分布範囲についてみると、各時代ごとの洞穴利用
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第120図  洞穴調査区土器分布限界の模式図 (1)
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第121図  ,同穴調査区土器分布限界の模式図 (2)
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法の一端を垣間みることができる。もちろん、この範

囲は彼らの立ち居ふるまいをそのままに反映するもの

ではない。たとえば、同図上段の早期前葉では洞穴内

からの出土がない。だが、土器の持ち主は、洞穴や岩

庇を頼 りにここにきていたはずである。網がけの範囲

やブロックは、主として彼らの器物保管や作業・廃

棄場所を示唆していると考えられる。

同図では、妙音寺洞穴の使用習慣と意識が、しだい

に変化していく様がうかがえる。器物の洞内への進出

をふくめ、早期のうちは後葉の全面的な展開に至る道

のりが如実にあらわれている。だが、この拡大は、包

含層の成長と深く関わっており、現に時さかのぼるほ

ど堆積が厚い南へのかたよりが顕著になる。

これに対し、条痕文系末期の間隙を経た前期前半は、

土器のみならず石器類も、もっばら洞内のみに集中す

る。逆に、中葉では前庭部にも目がむけられ、大半が

前庭部で出土した 6A種を指標とする諸磯 a前半期

をピークに、ふたたび洞穴部の比重が強まる。

このうち、中期をふくめ、洞内のみを好むのは、総

量が少ない分類種に限られている。洞穴奥でまとまっ

て出土した条痕文系土器は、主として器物保管の結果

としたが、少量が洞穴のみに集中する類型は、このよ

うな所作でも一過性を強くあらわしていると考えられ

る。実際、埋没が進んだ前期後葉以降の洞内は、この

ような用途でしか使用できない。だが、逃げ場のない

遮蔽空間のなかでわずかな破片のみが遺存するという

矛盾と疑間も残る。

逆に、前庭部に安定した遺物分布が広がるのは繁栄

をむかえる時期を中心としている。作業・廃棄など、

洞穴 0岩陰にとって副次的な場所にまで主な利用空

間が拡大した結果といえる。そして、洞内に器物が残

らない早期前葉や前期中葉は、そこが好まれなかった

からではなく、むしろ強い定着性を求めたゆえに器物

の廃棄・散乱を避けたためともとれる。また、その

中間相にあたる早期中・後葉などは、灰層の発達か

らみれば、両者の複合というよりは、この類型化が通

じぬほどの利用頻度に由来すると考えられる。

(4)妙音寺洞穴遺跡の変遷

妙音寺洞穴遺跡は、他の遺跡に通ずる共通と、特有

の環境からくる独自が複合しつつ、その歴史を刻みつ

づけてきた。洞穴・岩陰遺跡は、その形成経緯や形

態をはじめ、開地遺跡とは比べものにならないほど、

独自の環境が先人の活動を制約する。

その前提にたち、土器分布の限界や各包含層の堆積

期、さらに遺構ほかの調査所見を総合して妙音寺洞穴

遺跡の変遷を模式化したのが第1220123図である。も

とより、遺跡の各時代を特徴づける要素をあわせ表現

しているため、地表面の位置や遺構の位置関係、岩盤

の形態などは厳密なものではない。

妙音寺の岩陰形成は、三沢川が浸食した岩盤壁に刻

まれたノッチが発端となる。これは、往古の流れが下

谷を重ね、調査区の北に露頭する尾根筋の岩盤が水流

を妨げるようになり、はじめて開始された。それが、

いつ頃なのかは判じがたいが、UG降下以降のロー

ム層がつもる下位の段丘に至る岩壁を三沢川力咳」んだ

期間を考えれば、途方もない時をさかのぼらなければ

なるまい。ノッチのなごりは、洞穴入日の岩盤段差や

南の小庇付近などに残る。その方向は片岩片理の傾斜

や不整合とは脈絡をもたない。

その後、下谷により遠ざかった三沢川にかわ り、ノッ

チは風化にさらされ、絹雲母片岩の片理傾斜や櫂曲時

の不整合にそった亀裂が生じることとなる。三沢川に

むかってもたれかかるように独立している上位岩盤の

重圧と風化亀裂の均衡が崩れたとき、洞穴の誕生につ

ながる構造崩落が生じたと推定できる。

崩落は、前庭部ローム土の堆積高と洞穴床面の関係

から、洪積世の末期に発生したと考えられる。だが、

一回で現状を形づくったわけではなく、洞穴床の段差

からすれば、複数回を経験しているはずである。

さて、ロームの風性堆積が終了した縄文時代初頭に

は、地表は洞内と違和感ない傾斜となった。だが、妙

音寺は草創期を通じてあまり顧みられなかったようで

ある。橋立岩陰や神庭洞窟を目ざとくみつけた行動的

な彼らや隣人たちが、巨大な岩陰と洞穴に気づかな
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かったわけはなく、その生活様式のめがねにかなわな

かったというところだろう。現に、遺跡では同期と考

えられる尖頭器の断片が出土している。

また、包含層の傾斜と、古相ほど南よる遺物分布や

尖頭器の出土位置、そして、上流にむかう岩盤壁の起

伏からすれば、南の調査区外に同期の遺物をふくむ包

含層や岩陰が隠されている可能性も否定できない。

妙音寺ではじめて本格的な活動の痕跡を残したのは

早期前葉の人々で、前庭部南西を中心に堆積層も形成

されている。礫器などを使用した生業活動も行われ、

洞内の最下層で出土した石鏃の一部はこの期に持ち込

まれたものも混じっているだろう。

1洞1穴内に土器はなかった。だが、彼らが去来するそ

もそもの動機が洞穴なのであり、不要物の廃棄が徹底

していたか、利用が器物を携えない方法にかぎられる

など、むしろ行きとどいた心配りの結果ととれる。

開地集落の形成もまれなこの期では、手中にした洞

穴への依存度は高かったはずで、ときには居住に近い

営みもくり広げられただろう。その際は、燃焼施設を

設けたと推定できる。だが、頻度の低い地床炉であっ

たのか、痕跡は確認できなかった。当然、灰も発達せ

ず、彼らの食と装いは発見できなかった。

早期中葉には背後の堂の入沢を揺るがした山津波の

余波が前庭部の北西をみまった可能性がある。均質な

斜面であった前庭部に起伏が生じたのは、この結果で

あり、1沈線文系土器の、ひときわ長い接合関係から類

推できる洞内堆積土のかきだしも、この余塵の排除が

動機となるかもしれない。

また、このころから岩庇下では盛んに炉が構築され

る。実際に検出できたのは南庇下の1基のみだが、灰

層下位での沈線文系土器の出土から、むしろ洞穴入口

に相当数が構築されたと判断できる。南庇下の構築層

と灰層との層順からすれば、燃焼施設の所定位置は前

者から後者に移行したことになる。この方向性は、土

器分布の拡大趨勢と一致しており、後の連続した灰層

形成を考えあわせても矛盾はない。

灰層の発達からすれば、洞穴の利用は居住により近

い形で行われたと考えがちである。しかし、その保護

により現代に伝えられた動物骨は、末節ばかりで大き

な骨を欠いていた。ならば、いずこかにある主たる生

活の場に持ち去られた可能性が強い。ところが、おな

じような箇所から少なからぬ装飾品が出土しており、

ここが仮泊だけの施設ではないことも示している。装

飾品は屈葬墓を除く人骨の副葬品という考えもできる

が、付近にその出土はない。結局のところ、洞穴の利

用形態については、一律な結論をみいだせない。

早期後葉にいたり、前庭部での起伏は埋没し、ほぼ

平坦となる。また、コナラなど燃料材の頻繁な持ち込

みと燃焼が洞穴入日の埋土を積み増し、洞内でも平坦

化が進む一方、非粘性土である灰は雨垂れに削り込ま

れ、洞穴内外で段差が生じたと想定できる。

洞穴奥や岩盤壁際のクレバス状部など、洞穴を望ん

だ際に死角になる箇所は、不在を想定した土器の据え

置き場所とされ、前庭部では礫器や粉砕具を使用した

各種の作業が行われたと考えられる。

そのようななか、妙音寺の彼が亡くなった。他例に

ましてひときわ固い姿態を封じた手厚い葬送と、腐敗

の進行からすれば、この埋葬とともに、少なくとも洞

内の活発な利用は、一時手控えられたはずである。こ

れは、洞穴入口ではⅢG・ ⅢF層、洞穴奥ではⅢM・

ⅢK層の層間におおよそ匹敵すると考えられる。し

かし、これを目安とした土器などの変化はみてとるこ

とができなかった。

有機遺物の採取・解体傾向は前代とかわりなく、

洞穴利用形態の軽重は判断つかない。しかし、事故死

と思われる彼をみつけ、はこび、送った近親者が、捜

索の行きとどく範囲に起居していたのは確かだろう。

だが、妙音寺の彼はすぐさま周囲の追憶から遠ざ

かってしまったのか、出土土器が識別しがたい時間幅

のなかで、その後も同所がさかんに利用された痕跡が

残る。石組炉は利用者の交代や間隙を機に改廃を重ね

たのだろうか、灰質のⅢF層は前庭部との落差をさ

らに拡大する。不便となった洞への出入りは6Kグ

リッド付近の二重庇の雨垂れ崖から行ったようで、洞
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洪積世(1)

縄文時代初頭

縄文時代早期中葉

第122図  妙音寺洞穴遺跡の変遷模式図
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穴正面には特別な造作がみられない。

これまで洞穴内に持ち込まれた蛋白源は、狩猟の獲

物に大きくかたよっていた。だが、この期は三沢川ヘ

の依存を深め、カワニナを大量に捕食している。その

動機や調理法は不明だが、洞穴利用の様態に、より定

着性が増したことは確かだろう。

そしてこの頃、洞内天丼の亀裂が貫通し、南庇が崩

れ落ちた。ふたつがおなじような時期に想定できるこ

とは、地震や至近での土砂崩れなどの巨大な振動が引

き金となり同時に生じた可能性も憶測させる。

前者は、洞底のひときわ大きい段差や洞の最奥に対

応することから、岩盤の片理傾斜や櫂曲の不整合をた

よりにしていることはまちがいない。そこから時おり

したたり落ちる水滴によって、洞奥では地表有機質の

浸透層が形成され始める。

また、後者は、主たる雨垂れ痕であるⅢC層の発

達を南半で終結させ、下位の小庇に直接雨水をもたら

した。その結果、VD層に窪地ができるとともに、

南庇下にも堆積していたはずのⅢF相当層の風化変

質や流出を招いたと考えられる。

その後、小規模ながらも断続的な出入りがくり返さ

れるが、前期中葉にはふたたびこの地に活気が訪れる。

柱穴はⅢ層のいずれから掘られたか定かでない。だが、

何の用途にあてるにせよ、少なくとも柱材は天丼に接

するほどの長さがあったろう。穴径や深さ、そして天

井高を考えあわせると、立柱はⅡ層の堆積が進まない

前期中葉までに行われなくてはならない。

変遷図では洞穴入口をさえぎる覆屋を想定したが、

開地集落が普遍化するさなかでは、作業や季節周期の

副次的な利用にとどまったはずである。にもかかわら

ず、このような構造物が妙清寺ではじめてあらわれた

背景には、竪穴住居跡の一般化や、定型的磨製石斧の

獲得による木工技術の熟達があるだろう。

また、前期以降の土器接合は、 6B種に象徴され

る分布範囲三群の近距離間でのみ可能であり、群をま

たがない。これは、洞穴奥の保管、入田部の燃焼、そ

して屋外の加工それぞれの空間分割をあらわしている

ととれる。早期土器の分布に共通する、べた一面の広

がりが、錯綜する人の動線を象徴し、より生活的な色

合いが濃いのに対し、こちらは、機能に即した空間利

用でわりきる「仕事」や「目的」を連想させる。

さらにその後、土壌堆積が進んだ洞内は、I層が形

成される中期には、もはや立ち回りを許さないほどの

余白が口を開けていただけと想定できる。ここでの利

用は、狩猟・移動時の岩陰への一時避難と洞内の保

管庫的役割に限定されただろう。

そして、入口部の天丼崩落によって妙音寺洞穴部の

歴史は幕を閉じる。崩落が生じたのは天丼亀裂付近ま

でで、奥は現代も空洞のまま残されていた。これは、

すでに洞穴奥が片理に沿った安定に達していたためと

考えられる。その後、闇に封じられた洞奥では、これ

まで人の動きなどによる混合で純層を形づくれなかっ

た天丼からの落下土が他に侵されることなく、0層 と

して独自に堆積をはじめる。

今回の調査で洞穴内から出上した土器は、加曽利

EⅢ式にあたる条線残る鉢形土器がもっとも新しい。

単純に考えれば、天丼はその直後に崩落したことにな

る。だが、出土物による時代特定では、1洞穴利用が途

絶えただけで、以後も開口していたという想定もでき

る。というよりは、そのほうが秩父域の洞穴・岩陰

遺跡の趨勢にも合致する。

たとえば、妙音寺を含めた皆野町の既存 6箇所の洞

穴・岩陰遺跡では、駒形・大背戸遺跡などの後期石

組遺構の繁栄と背反するかのように、中期末で利用が

とだえる。秩父域での洞穴利用は、早期から前 0中

期を経るにつれ洞穴・岩陰への依存は弱まり、後期

では、厳選したごく一部を生活循環に取り入れるよう

変質をとげている。

しかし、妙音寺の前庭部では中期土器を包含するが

れき層が形成されていた。調査の都合上、こちらは重

機で除去してしまい、他層との関係が不明だが、洞穴

封鎖後も中期土器が混合される環境が続いていたのは

確実である。このことから、洞穴は、やはり中期末か

ら、遅くとも後期初頭に閉ざされたと考えられる。ま
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た、ここでも地震などにより、天丼と岩盤壁が時をお

かずに落ちた想定もできる。

洞穴の埋没後、縄文時代の間は生活様態の変質も

あってか、妙音寺の岩陰にはほとんど人がたち寄らな

かったようである。わずかに弥生時代中期、残された

かすかな岩庇を頼りに周辺の洞穴・岩陰間で移動を

くり返す人 が々足跡を残す。だが、それもふるわず、

中近世に、はからずも我々を洞穴発見に導いてくれた

供養塔群が造立されて以降、暗闇は、か細い信仰心を

あおぎつつ、ひっそりと現代を待つこととなる。

以上、簡単ではあるが、今調査での成果をまとめた。

少なくとも四千年、すべてが闇に閉ざされ、周囲に顧

みられることもなかった妙増F寺洞穴は、しばし自日に

まみえ、発泡コンクリートの橋台に消えた。わずかな

再生であったが、今回の調査は、包含層が十分に発達

した洞穴・岩陰遺跡のなかでは、完掘をはたした全

国でも数少ない例となろう。

縄文のうちに閉ざされた包含層は、他に勝る洞穴 0

岩陰遺跡特有の土壌堆積や変質の環境を、東日本最古

級の良好な古人骨やたぐいまれな柱穴とともに、その

まま今日に伝えてくれた。さらに、出上した遺物は、

関東山地周辺の早期中葉から後葉にかけての不足を満

たす土器群、豊富な量と時系列化にたえる出土相をそ

なえた早期石器群、山あいの食と装いや幼子の哀れを

を連想させる有機遺物群など、それぞれの方面で有数

の内容を備えている。

これらの発見は、洞穴・岩陰遺跡にかぎらず、さ

まざまな検証面に多くの題材を提供できると考える。

他遺跡例との対比に至らず、一洞穴遺跡の理解のみに

汲々とした今回の報告にとどまらず、今後、担当者の

不足をおぎなう各方面からの分析を加えることによ

り、より多くの成果が期待できるとふんでいる。

また、寺院跡の調査中に、こつ然と姿をあらわした

その経緯は、全国で約700箇所確認されている (麻生

1997)洞穴・岩陰遺跡の類例が飛躍的に増える可能性

を示唆し、加えて山地での試掘 0確認調査の視点や

手法についても一石を投ずるものとなるだろう。
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妙音寺洞穴遺跡の日新t観と吉環境

はじめに

妙音寺洞穴遺跡 (埼玉県秩父郡皆野町下田野)は、

荒川の支流である三沢川により刻まれた 3段の河岸段

丘の、最上段に立地する。本遺跡は、戦国～江戸時代

の供養塔群の下位に弥生時代中期の遺物包含層が確認

され、さらにその下位には縄文時代早期前葉～中期後

半の遺物包含層が確認された。本洞穴から出土した土

器・石器の量は必ずしも多くないが、縄文時代早期の

埋葬人骨 1体や貝類や獣骨類が多量に検出されてお

り、縄文時代の内陸部洞穴遺跡における生活様式を知

るうえで貴重である。

今回、遺跡の時代観を確認するために放射性炭素年

代測定および火山灰分析 (火山ガラス比)を、遺跡周

辺および洞穴内部の古環境について検討するために珪

藻分析 0花粉分析・樹種同定を、それぞれ実施した。

1。 試料

放射性炭素年代測定試料は、縄文時代早期中葉～後

葉前半、早期後葉、前期前半～中葉の遺物包含層から

検出されたカワニナ計 4点である。

土壌試料は、雨垂れ線付近の6列土層を第 1地点と

して14点 (上位より試料番号 1～ 14)、 洞穴内の4列

土層を第 2地点として8点、雨垂れ痕とみられる黒色

土層が続く調査区南東壁を第 3地点として4点、平場

造成・段丘形成観察のため掘削した試掘溝を第 4地

点として12点、合計38点採取した。これらの土壌試料

から火山灰分析、珪藻分析、花粉分析を実施する試料

を選択した (第63表)。

炭化物同定試料は、縄文時代早期中葉から縄文時代

前期～中期の遺物包含層から出土した炭化物30点であ

る。このうち5点が種実遺体、残り25点が炭化材であ

る。」各:試料の詳細は、同定結果とともに表示する。

パリノ・サーヴェイ株式会社

2◆ 分析方法

(1)放射性炭素年代測定

放射性炭素による年代測定は、学習院大学放射性炭

素年代測定室に依頼した。

(2)火山灰分析

試料約40gに水を加え、超音波洗浄装置により分

散、250メ ッシュの分析飾を用いて水洗し、粒径1/16

Ш以下の粒子を除去する。乾燥の後、飾別し、得られ

た粒径1/4mm-1/8囲の砂分をポリタングステート (比

重約2.96に調整)により重液分離、軽鉱物分を偏光顕

微鏡下にて観察し、火山ガラスとそれ以外の砕屑物を

250粒を計数し、砕屑物中における火山ガラスの量比

を求める。火山ガラスは、便宜上、軽鉱物に含め、そ

の形態により、バブル型・中間型・軽石型の 3タ イ

プに分類した。

各型の形態は、バブル型は薄手平板状、中間型は表

面に気泡の少ない厚手平板状、あるいは破砕片状など

の塊状ガラスであり、軽石型は小気泡を非常に多く

持った塊状、および気泡の長く伸びた繊維東状のもの

とする。

(3)珪藻分析

試料を湿重で約 7～10g秤量し、過酸化水素水、

塩酸処理、自然沈降法の順に物理化学処理を施して、

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した

後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プ

リュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製

する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000

倍で行い、メカニカルステージで任意の視野を走査し

珪藻殻が半分以上残存するものを対象に、200個体以

上同定・計数する。同定は、K.Krammer and Lan‐

ge‐Bertalot(1986019田 01"la,b)、 K.Krammer

(1"2)な どを参考とする。
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分 析 項 目

P
土層
番号

時 代 性 等 出土土器
VG D地  点

試料
番号

土 色 。土 性

○

Ⅱ B 縄文時代前期 竹管文系暗褐色角礫混じリシルト

○1墳 条痕文系

Ⅲ F

縄文時代早期後葉褐色角礫混じリシルト

貝 0獣骨集中

○

Ⅲ G 条痕文系暗褐色角礫混じリシルト

Ⅲ I 縄文時代早期後半 条痕・沈線

○

○ ○10

暗褐色角礫混じリシルト

Ⅳ A 縄文時代早期中葉 沈線文系11 明褐色シルト混じり角礫

○ ○○12

13

Ⅵ A

○ ○ ○

第 1地点

(6列断面)

14

○Ⅱ E 縄文時代前期 竹管文系 ○ ○黒色角礫混じリシルト

○ ○ ○

Ⅲ F 縄文時代早期後葉 条痕文系灰褐色粘土

上半分に角礫混じる

○ ○ ○暗褐色シル ト Ⅲ J

○褐色シル ト

○

Ⅲ L

縄文時代早期後半 条痕・沈線

○暗褐色シルト

○ ○褐色角礫混じリシルト Ⅳ F 縄文時代早期中葉

第 2地点

(4列断面)

VD

沈線文系

明褐色礫混じリシルト

○VC
縄文時代早期前葉

撚糸文系褐色礫混じリシルト

○褐色礫混じリシルト Ⅲ I 縄文時代早期後半

○Ⅱ C 縄文時代前期 ?

条痕・沈線

第 3地点

(南東断面)

黒色シル ト

○

にぶい黄褐色砂混じり粘土

○

○

○

10

にぶい黄褐色砂混じり粘土

○11 にぶい黄褐色砂混じり粘土

第 4地点

(段丘試掘)

12

第 63表 土壌試料と分析層位

VG:火 山ガラス

同定結果は、海水生種、海水～汽水生種、淡水生種

順に並べ、その中の各種類はアルファベット順に並べ

た一覧表で示す。なお、淡水生種についてはさらに細

かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度 (pH)・

流水に対する適応能についても示す。また、環境指標

種に相当する種については、その内容を示す。

(4)花粉分析

花粉・胞子化石は、試料を湿重約10g秤量し、水

酸化カリウム処理、箭
1別

(250μ m)、 塩酸処理、重液

分離 (臭化亜鉛,比重2.3)、 フッ化水素酸処理、アセ

トリシス処理 (無水酢酸 :濃硫酸=9:1)の 順に物

D P:花粉分析

理 0化学的な処理を施して分離・濃集する。処理後

の残沿をグリセリンで封入してプンパラートを作製し

た後、輝 顕微鏡下でプレパラート全面を走査しなが

ら、出現する全ての種類について同定・計数を行う。

結果は、同定・計数結果の一覧表として表示する。

(5)炭化物同定

炭化材は木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)0板

日 (接線断面)の 3断面の割断面を作製、実体顕微鏡

および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観

察、種類を同定する。また、種実遺体は双眼実体顕微

鏡を用いて試料の形態的特徴を観察、種類を同定する。
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第 64表 火山ガラス比分析結果

3。 結果

(1)放射性炭素年代測定

測定の結果(各試料の放射性炭素年代測定値は、

5J-1-"が 8,3m± 3」Ю(6,3η BoC.:Gak-1994つ 、

5J-1-35が7,8∞±440(5,940 Bo C。 :Gak一 К9螂)、

5J-1-44が5,710± 1加 (3,7∞ Bo C。 :Gak-19949)

であった。

(2)火山灰分析

結果を第

“

表に示す。

火山ガラスは、いずれの試料中にも微量認められる。

各試料に認められる火山ガラスは、無色透明のバブル

型火山ガラス、中間型火山ガラス、軽石型火山ガラス

である。この中で無色透明のバブル型火山ガラスは、

その形態と色調から姶良Tn火山灰 (AT:町田・

新井,1師6)に由来すると考えられる。ATは鹿児島

県の始良カルデラを給源とし、降灰年代は約2.1～ 2。 5

万年前 (町田・新井,1"2)と考えられている。また、

無色透明の中間型火山ガラスおよび軽石型火山ガラス

は、その形態から立川ローム層最上部ガラス質火山灰

(UG:山崎,1978)に 由来すると考えられる。U

Gは浅間火山の軽石流期のテフラの細粒部と考えられ

ており、降灰年代は約1。 2万年前とされている (町田・

新井,1"2)。

また、各分析試料中の粒径1/4mm以上の砂分、第 1

地点の試料番号 1・ 2040608の 砂分について

も、実体顕微鏡下で観察した。その結果、各試料には

石英、長石、斜方輝石、単斜輝石、1磁鉄鉱などの鉱物

片や結晶片岩などの岩石片が多く含まれているが、試

料によっては上述のATおよびUGに由来すると考

えられる火山ガラスが微量認められる。

(3)珪藻分析

結果を第65表に示す。

珪藻化石は、第1地点試料番号10012、 第 2地点試

料番号 103からわずかに検出される程度である。

検出される種類は、Navicula mutica、 Hantzschia

amphioxys、 Orthoseira roeseanaで あり、陸上の

多少の湿り気を保持したコケや土壌表面などの好気的

環境に生育する、陸生産藻の中でも分布が陸域に限ら

れる耐乾性の強いA群 (伊藤・堀内,1991)に相当

する種類である。

それ以外の試料からは、珪藻化石がまったく検出さ

れない。

(4)花粉分析

結果を第66表に示す。

花粉化石は、マツ属・スギ属が僅かに数個体検出

される程度である。また、これらの花粉化石も保存状

態が著しく悪く、外膜が溶けて薄くなっていたり、壊

れていたりする。

(5)炭化物同定

結果を第67表に示す。

種実遺体は、 1点がコナラ属に同定された。他の4

点は同定に至らず、不明とした。

炭化材は、道管が確認できることから広葉樹である

ことは明らかなものの、保存状態が悪いために種類の

同定に至らない試料が1点、木材組織が観察できず不

明とした試料が 2点あった。その他の試料は、いずれ

も落葉広葉樹で5種類 (ク マシデ属イヌシデ節・ コ
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第 65表 珪藻分析結果

種 類

Hantzschia amphioxys (Her.) Grunow
Navicula mutica Kuetzing
Orthoseira roeseana O'Meara

合計

海水―汽水生種合計

汽水生種合計

淡水生種合計

占
い
７

地第

３ 5 8

3

生 態 性

PH 流水塩 分

環 境
指標種

第

１０

点

１４

地

Ogh―ind

Ogh―ind

Ogh‐ind

・
ｉｌ

　

・
ｉｌ

ｄ

ａ
ｌ
．

ａ
‐
．

。
ｌｎ‐

ｎ

　

ｎ

　

ｎ

RA,U
RA,S

RA

珪藻化石総数 43012000
H.R.:塩分濃度に対する適応性  Ph:水素イオン濃度に対する適応性  C.R.:流水に対する適応性

Ogh―ind:貧塩不定性種     al― il:好 アルカリ性種        ind:流水不定性種

ind:Ph不 定性種

環境指標種

S:好汚濁性種 U:広適応性種 (以上は、Asai,K.and Watanabe,t"1995)

RA:陸生珪藻A群 (伊藤・堀内,1991)

第 66表 花粉分析結果

種 類

木本花粉

マツ属

スギ属

試料番号

2

2

第 1地 点

2      3      6      9     12     14 8

第 2地 点 第 3地 点

4

シダ植物胞子

シダ類胞子 11     1 1     2 1 1

合 計

木本花粉

シダ植物胞子

総 計

３

Ｈ

ｌ４

0

0

0

ナラ属コナラ亜属クヌギ節・ コナラ属コナラ亜属コ

ナラ節・ ケヤキ・サクラ属)に同定された。炭化材

の各種類の解剖学的特徴および種実遺体の形態的特徴

などを、以下に記す。

<炭化材>

・ クマシデ属イヌシデ節  カバノキ科

(Carpinus subgen.IEuarpinus sp.)

散孔材で、管孔は放射方向に 2～ 6個が複合する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射

組織は異性、 1～ 3細胞幅、 1～4鎌田胞高のものと集

合放射組織とがある。

・ コナラ属コナラ亜属クヌギ節  ブナ科

(Qluercus subgen.Lepidobalanus secte Cerris)

試料は保存状態が悪 く破断面の作成ができなかっ

まも 実体顕微鏡による観察では、環孔材で、小道管が

単独で放射状に配列する。また、放射組織に複合放射

組織が認められる。

・ コナラ属コナラ亜属コナラ節  ブナ科

(Qluercus subgene Lepidobalanus secto Prinus)

環孔材で孔圏部はほぼ 1列であるが、一部の試料で

は接線方向に疎となる。孔圏外で急激に管径を減じた

のち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

単列、 1～20細胞高のものと複合放射組織とがある。

・ケヤキ  ニレ科ケヤキ属

(Zelkova serrata(Thunb。 )Makino)

環孔材で孔圏部はほぼ 1列、孔圏外で急激に管径を

減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様

をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、

小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は

異性Ⅲ型、 1～ 12細胞幅、 1～30細胞高で、上下縁辺

部に結晶細胞が顕著に認められる。
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出土位置 出土層位 推 定 年 代 0時 期 試 料 の 質 樹 種

2G-4-41 Ⅲ M 縄文時代早期後葉 炭化材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

2H‐ 4-47(1) Ⅱ B 縄文時代前期前葉～中葉 炭化材 クマシデ属イヌシデ節

2H‐ 4-47(2) Ⅱ B 縄文時代前期前葉～中葉 炭化材 クマシデ属イヌシデ節

2H… 4-47(3) Ⅱ B 縄文時代前期前葉～中葉 炭化材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

211…3-47 IB 縄文時代前期前期～中期 炭化材 クマシデ属イヌシデ節

3H-2-40 Ⅲ K 縄文時代早期後葉 炭化材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

3H-3‐40 Ⅲ F 縄文時代早期後葉 炭化材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

31-4-39(1) Ⅲ F 縄文時代早期後葉 炭化材 クマシデ属イヌシデ節

31-4…39(2) Ⅲ F 縄文時代早期後葉 炭化材 クマシデ属イヌシデ節

3J-1‐38 Ⅱ B 縄文時代前期前葉～中葉 炭化材 クマシデ属イヌシデ節

4H-4-44(1) Ⅱ B 縄文時代前期前葉～中葉 炭化種実 不 明

4H… 4-44(2) Ⅱ B 縄文時代前期前葉～中葉 炭化材 ヤマグワ

4111…4-45 Ⅱ B 縄文時代前期前葉～中葉 炭化材 不 明

41-4-42 Ⅱ B 縄文時代前期前葉～中葉 炭化材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

4K-2-24 Ⅲ L 縄文時代早期中葉～後葉 炭化材 サクラ属

5H-2-38 Ⅲ G 縄文時代早期後葉 炭化材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

51::[-2… 44 Ⅱ B 縄文時代前期前葉～中葉 炭化種実 コナラ属

51-3-39 Ⅲ F 縄文時代早期後葉 炭化材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

51-3…43 Ⅱ B 縄文時代前期前葉～中葉 炭化材 ヤマグワ

5J-1…31 Ⅲ I 縄文時代早期中葉～後葉 炭化材 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

5J-1-43 Ⅱ B 縄文時代前期前葉～中葉 炭化材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

5J-2…44 Ⅱ B 縄文時代前期前葉～中葉 炭化材 クマシデ属イヌシデ節

5J-4‐25 Ⅲ I 縄文時代早期中葉～後葉 炭化材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

5K-1-24(1) Ⅳ B 縄文時代早期中葉 炭化材 サクラ属

5K-1‐24(2) Ⅳ B 縄文時代早期中葉 炭化材 不 明

5K-1…26 Ⅳ B 縄文時代早期中葉 炭化種実 不 明

61-2…39 Ⅲ F 縄文時代早期後葉 炭化種実 不 明

61-4…36 Ⅲ G 縄文時代早期後葉 炭化材 広葉樹

7K-1…31 Ⅲ A 縄文時代早期後葉 炭化種実 不 明

第 2号土墳 Ⅲ B 縄文時代早期後葉 炭化材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

0-ナ クラ属   バラ科    (Prunus)

散孔材で、管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円

形:、 単独または 2～ 8個が複合する。1道管は単穿孔を

有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認

められる。放射組織は異性Ⅲ型、 1～ 5細胞幅、 1～

Ю細胞高。

<種実遺体 >

・ コナラ属  ブナ科   (Quercus)

炭化した子葉が検出された。全体の半分に割れてい

る。楕円形で大きさは 2 cm程度。表面には維管束の筋

がみられる。

・不明

不明としたものは、いずれもいびつな球形で、大き

さは l cm程度。いずれも著しく炭化し、表面構造は確

認できない。一部破損し、内部構造がみられる個体で

は、鱗片状の組織が重なり合うようにみえるものや、

第 67表 炭化材 0種実遺体同定結果

いくつかの室に区切られたような構造がみられるもの

がある。しかし、いずれも同定の根拠には乏しく、不

明とした。

4。 考察

(1)遺跡の時代観について

分析の結果、堆積物中からは、ATお よびUGに

由来する火山ガラスが認められるものの、その他の指

標テフラが検出されなかった。これより、各地点の堆

積物はいずれもUG降灰以降、すなわち約1.2万年前

以降に堆積したものと考えられる。このことは、出土

した遺:物の時代観|と も矛盾しない。

一方、放射性炭素年代測定では、下位より約8,300

年前、約7,900年前、約5,知0年前の年代値が得られて

いることから、洞穴内の堆積物は、縄文時代早期以降

に堆積したことが推定される。これは、伴出遺物の年
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代観とも大きく矛盾しない結果と言える。

(2)遺跡周辺および洞穴内部の古環境

洞穴内を中心に得られた珪藻化石は、検出個体数が

少なく、検出される種類が陸生珪藻A群に限定され

る。したがって、洞穴内の堆積物は水成堆積したので

はなく、周辺の好気的な場所から土壌や岩石が崩落や

流入し、堆積したと考えられる。このことは、洞穴内

部が乾いた状態であったことを示唆する。

一方、花粉分析結果では、化石の保存状態カリト常に

悪く、それに基づく古植生の推定は困難であった。珪

藻化石の産状を考慮すると、洞穴内が乾いた環境で

あったため、花粉化石が分解・消失したのであろう。

炭化材は、コナラ節・イヌシデ節を中心に5種類

が認められた。炭化材は、燃料材などの可能性がある

が、詳細は不明である。これらの炭化材は、出土層位

から、縄文時代早期中葉から中期までの各時期に分け

ることができるが、各層位による種類構成の差異は認

められない。このことから、基本的には同様の用材が

行われていたと推定される。これらの木材は、現在の

周辺植生などを考慮すれば、遺跡周辺に生育していた

と考えられる。

一方、種実遺体は2種類に分類された。1点はコナ

ラ属であるが、他の4点の種類は不明であった。食物

残沿などの一部の可能性があるが、詳細は不明である。
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妙音寺洞穴遺跡出土の骨貝類

I.は じめに

妙音寺洞穴遺跡の縄文時代早期後葉を中心とする堆

積層 (灰層)か らは、多量の骨・貝類が出土してい

る。今回の発掘調査では、これらの堆積層について組

織的に試料が採取され、水洗選別が行われた。その結

果、一部に縄文時代前期のものも含まれるが、カエル

など小動物の微細な部位や、キセルガイ類などの微小

貝・戯水産の貝類などが得られ、当時の食糧資源や洞

穴内外の古環境を知る上で貴重な資料として注目され

た。そこで、これら試料の鑑定及び解析の結果をここ

に報告したい。

Ⅱ。妙音寺洞穴遺跡出土の骨貝類について

1.試料

試料は、結果と共に第33～51表に示した。いずれも、

縄文時代早期を中心にした灰層から検出されたもの

で、特に骨類には破損や焼けた痕跡が顕著であった。

また、詳細な観察を行った結果、骨 0貝には加工品

が含まれていることがわかった。なお、発掘調査時に

一部遺物としてドット取り上げした試料があったが、

これらについては記録に基づき、相当する水洗選別試

料に含めた。

2。 方法

肉眼及びルーペにて観察を行い、保有する標本を参

照しながら種類・部位などを同定した。

3。 結果

(1)貝類

①種名表

同定結果の一覧を、第33表に示した。以下に、確認

された貝種を記す。

早稲田ラ越主 金子 浩昌

軟体動物門 Phylum Mollusca

腹足綱 Class Gastropoda

原i女台腹足目 Order Archaeogastropoda

ミミガイ科 Family Haliotidae

アワビ類 Nordotis spe

中腹足目 Order Mesogastropoda

アズキガイ科・ Family Pupinellidaee

サ ドヤマ トガイ JapOnia sadOensis

カワニナ科  Family Pleuroceridae

カワニナ  Semisulcospira libertina

チ リメンカワニナ Semisulcospira

libertina var.reiniana

タマキビガイ科  Famil Littorina

タマキビガイ Littorina brevicula

ウミニナ科  Family Potamididae

^ヽプータ リノデイ CerithideOpsilla

cingulata

タカラノデイ科  Falnily Cypraeidae

ハチジ ョウダカラガイ Maurita

rnauritiana

イモガイ科  Family Conidae

属種不明 Geno et.sp.indent。

有肺亜綱 Subclass Pulmonata

柄眼目 Order Stylommatophoda

キセルガイモ ドキ科 Family Enidae

キセルガイモ ドキ Mirus reinianus

キセルガイ科  Family Clausiliidae

ツムガタギセル Pinguiphaedusa

platydera

ヒメこギセリレ VitriphaeduSa lniCrOpeaS

コハクガイ科  Family Zonitidae

ヒメコハクガイ類  Dlawaiia sp.

-273-



オカクチキ ンガイ科  Family

Subulinidae

オカチ ョウジガイ Allopeas

claculinurn

ホソオカチ ョウジガイ Allopeas

pyrgula

ベ ッコウマイマイ科  Family

Helicarionidae

ウラジロベ ッコウマイマイ

Urajirochlaamys doenitzi

ナンバンマイマイ科 Family Camaenidae

ニッポンマイマイ Satuma japOnica

オナジマイマイ科 Family

BIradybaenldae

オオケマイマイ Aegista culugicaga

ミスジマイマイ Euhadra peliomphala

ヒダリマキマイマイ Euhadra quaesita

掘足ltt Class Scaphopoda

ツノジデイロ Order Dentalioida

ツノガイ科  Family Dentaliidae

ツノラげイ  “Antalis weinkauffi

ヤカ ドツノガイ :Dentarium

octanngulatunl

二枚貝綱  Phylum Pelecypoda

フネガイロ (糸剰思日) Order

Arcoida(Filibranchia)

フネガイ科 Family Arcida

―ナルボウガイ  SCapharCa SubCrenata

ハイラげイ ′
I｀egillarca granoza

イシガイロ Order Unionoida

イシガイ科  Family Unionoida

イミンノデイ  UniO dOuglaaSiae

マツカサガイ Inversidens japanensis

マルスダレガイロ Order VenerOida

シジ ミ科  Family Corbiculidae

マシジ ミ COrbicula leana

ヤマトシジミ COrbicula japonica

-? lv 7 F" v )r" 4 fr+ Family Veneridae

7 rf , Taapes philippinarum

zr-? / t Meretrix lusoria

②確認された貝類の特徴

a)淡水貝類

カワニナ :も っとも多く検出された種類である。

洞穴に面する三沢川等の河川中に、多棲して

いた貝種であろう。

マツガサガイ :カ ワニナに比べると少ない。泥土

中の棲息する貝であるため肉量は多いが、多

穫できなかった貝種と思われる。

b)戯水貝種

アワビ類 :破砕された小片がみられるが、真珠質

の殻が加工されて利用された可能性がある。

秩父市の橋立岩陰遺跡からは、加工品が出土

している。

ヘナタリガイ :殻高23.hmの完存する標本が出土

している。

ハチジョウダカラガイ :大型のタカラガイ類であ

る。腹面殻口部・外唇面部分を切 り取った

加工品である。外面は自然面でわずかなふく

らみをもつが、ここを研磨して平らな面にし

ている。背面と腹面との境に当たる部分に、

縦に穿孔がある。続 向にす り切る様にして

穿孔したものであり、ここで垂下したのであ

ろう。大型タカラガイの腹面を殻口で切断し

た加工品は、東京湾岸の貝塚で出土例があり、

伊豆大島では加工品が出土している。採取地

の付近で加工されたものが、搬入されたので

あろう。

イモガイ類 :穿孔がなされた殻頂部で、殻頂を輪

切 りにして、殻表面を全く平滑になるまで研

磨している。現存径は12.5m、 同じく現存高

は5。 %mである。

サルボウガイ :破片のみであるが、稀に検出され

ている。殻長η.0・Ⅲ位になるものがある。
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ハイガイ :中小型の殻が検出されている。殻長

25.価mの小さい殻の殻頂には、研磨による穿

孔がみられた。垂飾 りとして使われたもの

であろう。その他には、殻の焼けたものも

多い。炉の脇で食べられ、火中に落ちたの

であろう。殻が小さいのは、採れた貝であっ

たためと思われる。

ヤマトシジミ:汽水性の貝である。1日東京湾奥で

採取されたもので、比較的多く搬入されたと

考えられる。しかし大型の貝殻はみられず、

海進期の最奥部でとられたものらしい。

アサリ:大型の殻であるが、破損して一部を残す

のみである。

ハマグリ:右殻、殻長45。 Omm前後の殻であるが、

腹縁部を欠損している。

ツノガイ類 :ヤカドツノガイが多いようである。

完存標本はほとんどないが、破片は多数含ま

れていた。切断加工のみられるものもあり、

装飾品として搬入されたものであろう。内湾

の砂泥底に棲息する貝種で、1日東京湾奥産の

ものであろう。

c)陸産貝種

ミスジマイマイ :大型のマイマイであるが、マイ

マイの中では稀に確認されたに過ぎない。完

形品・破片とも多くはなかった。

ニッポンマイマイ :やや多く検出されている。

キセルモドキ :稀にみられた。

ヒメギセルガイ :小型のキセルガイで、山地棲種

である。比較的多く検出されている。

ツムガタギセルガイ :キセルガイ種中、もっとも

多かった種類である。キセルガイには多くの

幼貝・未成貝が含まれるが、おそらくそれ

らはツムガタギセルガイのものであろう。

オカチョウジガイ :稀にみられた。

(2)骨類

①種名表

同定結果の一覧を、第33表に示した。以下に、確認

された動物種を記す。

節i足,コ影り門 Phylum ARTHROPODA

甲弓誦司 Class Crustacea

―十脚目 Order Decapoda

短謝辱掴臣目 Suborder Brachyura

サワガニ科 Family Potamidae

―ナワラげ二  Geothelphusa dehaai

イワガニ科  Family Grapsidae

モクズガニ Eriocheir japonicus

脊稲重彬りFヨ Phylum VERTEBRATA

朝(偶嶼謝岡 Class Chondrichthyes

メジロザメロ Order CarcharhinifOrlnes

メジロザメ科  Family Carcharhinidae

イタブ‐1ガ メ Galeocerdo cuvier

夢E骨ち魚綱  Class Osteihthyes

ウナギロ Order Anguilliformes

ウナギ科 Family Anguillidae

ウナギ Anguma japonica

コイロ Order Cypriniforlnes

コイ科 Family Cyprinidae

コイ  Cyprinus carupio

ウグイ ′
I｀rib010dOn hakonensis

ナマズロ Order SilurifOrmes

ギギ科 Family Bagride

」ヤゞノミザ:` P)seudobagras aurantiacaus

両1生綱l Class Amphibia

無尾 目 Order Anura

ヒキスだごエル :BufO bufO fOrlnOSuS

爪ユIktt Class Reptilia

有鱗日 (ヘ ビ:亜 日) Order Ophidia

ブ~メ ラ科  Family Colubridae

属種不明 Gen.et spe indete

J鳥綱  Class Aves

ガンカモロ Order Anseriformes

ガンカモ科  Family Anatidae

ガン類 Anser sp.

カモ類  Anatidae gene et sp.indete
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キジロ Order Galliformes

キジ科  Famiiy Phasianidae

キジ類l Phasianus sp.

哺乳綱 Class Mammalia

食虫 目 Order lnsectivora

モグラ科・ Family Talpidae

ヒミズ類 Urotrichus sp.

モグラ Mogera wogura

霊長 目 Order Primates

オナガザル科 Family Cercopithecoidae

ニホンザル Macaca fuscata

ヒト科 Family Homidae

ヒト  Holno sapience

ウサギロ Order Lagomorpha

ウサギ科 Family Leporidae

ノウーナギ Lepus brachyurus

誓歯目 Order Rodentia

リス科 Family Sciuridae

ムーナーナビ
｀

Petaurista leuCOgenys

キヌゲネズミ科 Family

ハタネズミ  Microtus lnontebelli

ネズミ科 Family Muridae

アカネズミ Apodemus sylvaticus

fこ肉目 Order Carnivora

イヌ科  Falnily Canidae

タヌキ  Nyctereutes procyonoides

クマ科  Family Ursidae

ツキノワグマ  SelenarctOs thibetanus

イタチ科  Family Mustelidae

イタプー Mustela sibirica

フ
~ン′ Martes melampus

アナグマ Meles meles

l剛晴目 Order Artiodactyla

イノシシ科  Family Suidae

イノシシ Sus scrofa

シカ科  Family Cervidae

ニホンジカ CerVuS nippOn

②確認された動物種の特徴

a)甲殻類

モクズガニ :ハサミ脚部分のみを残す試料が多

い。灰白色を呈しており、比較的保存は良

好である。標本は大・小の個体を含む。大

型標本では甲幅60皿にもなると思われる。

しかし、多くはこれより小さい。

サワガニ :小型の標本では、モクズガニと区別し

にくい。モクズガニに比べて少ない。

b)魚じ頃

イタチザメ :穿孔加工された歯で、大型のもので

ある。破損しているが、破片が同時に採取さ

れているので、おそらく完形に近い状態で埋

存していたのであろう。イタチザメの歯がこ

うした加工品として出土する例は、太平洋側

の貝塚で女口られているので、この地方から搬

入されたものであろう。

コイ :舌顎骨 1点を得たのみである。完存する標

本ではないが、体長30cmを越えるコイのもの

であろう。

ウグイ :咽頭骨の破片がみられたのみである。

ギバチ :魚骨でもっとも多かったのが、ギバチで

ある。この魚には鋭い鋸歯を持つ胸鰭、背鰭

があるが、これらの部位の出土が多く、また

完形標本が多かった。この数から個体数を推

測することも可能である。また、出土してい

るこれらの鰭棘の長さは10～10数皿であり、

小さな個体のものもある。遺跡付近の小河川

中に棲息したものと思われ、この程度の個体

が得られただけであったようである。

ウナギ :椎骨と歯骨がごく僅かに確認された。稀

に捕獲されたものであろうか。

c)両生類

カエル類 :ヒ キガエルと、他のカエルの遺骸が確

認されている。椎骨、四肢骨、寛骨などがあ

り、ヒキガエルの出土が目立つ。また、ある

程度形を残すものが多い。その大部分は被熱
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痕跡をみないが、若干はヒキガエルに被熱例

もあったところをみると、捕食されていたの

であろう。

d)爬虫類

ヘビ類 :椎骨のみが検出されている。

e)甑

モグラ類 :頑丈な骨構造をもつことを特徴とす

る。上腕骨、椀骨、尺骨、大腿骨がよく保

存され、出土数も多かった。その割には顎

骨の出上の少なかったのは、破損率が高かっ

たためではないかと思われる。モグラ類の

遺骸は灰層全体で出土していると思われ、

その量も多く、個体数の多かったことが推

測される。こうした各層準からの出土を考

えると、やは り補食していたものと想像さ

れるが、本遺跡で出土した他の多 くの骨に

被熱例が多いのに対して、モグラの骨では

被熱例がほとんどなかった点は注意される。

一方、一個体がそのまま埋存していたとい

う状況もみられず、単に洞穴内に入 り込み

死んだモグラの遺骸と考えることもできそ

うにない。洞穴内の複雑な堆積層の形成過

程の問題も考慮しなければならないが、骨

の出土状況について今後さらなる検討が望

まれるのである。

ヒミズ類 :歯と四肢骨を稀にみたのみである。

ニホンザル :1点の尺骨片を得たのみで、歯、骨

なども全く検出されなかった。

ネズミ類 :比較的出土量は多かったが、四肢骨が

多く、顎骨は少なかった。ハタネズミ、アカ

ネズミと思われる顎骨、歯を検出している。

ネズミ類についても一個体の部位がまとまっ

て出土していず、補食されたと考えられるが、

この種の骨にも被熱例はほとんどない。骨格

の保存状態は、モグラとほぼ同じである。

ノウサギ :破損した顎骨、遊離した歯、四肢骨が

あるが、その量は特に多いとは言えない。四

肢骨の破壊は、1解体によるものであろう。ま

たその多くは被熱し、焼けたり黒ずんでいる

ものがあった。

ムササビ:本種も破損した顎骨、遊離歯、四肢骨

片をみたが、ノウサギより少ないであろう。

本種の骨格にも、被熱例をみた。

キツネ :中手、中足骨の破片のみである。

タヌキ :中型獣の中ではもっとも多くの遺骸が検

出されている。顎骨片、四肢骨片があり、い

ずれも小さく折れた断片である。そして、そ

れらの多くは黒くあるいは茶褐色になってお

り、火を受けていることがわかる。歯骨のう

ち、犬歯・臼歯には、被熱していない標本

があった。椎骨は断片で、数も少なかった。

ツキノワグマ :末節骨を一点検出したのみであ

る。他には、この種の遺体を推測させるよ

うな骨格片さえも検出していない。

イタチ :い くつかの破片を検出しているが、数は

多くない。この種の遺骸にも、被熱の痕跡が

みられた。

テン:遺骸の検出は少ない。イタチよりも大きく、

顎骨、四肢骨が少数みられた。

アナグマ :中型獣の中ではタヌキに次いで多い。

だが、遺骸は多くはない。この遺骸も黒く焼

けていた。

イノシシ :大型獣の遺骸|も 多くはなかった。遺骸|

も歯や四肢骨の断片であって、近・遠位端

で形状を保つものもほとんどなかった。それ

程に破壊されていたのである。僅かに形を

保っているのは、指骨やその一端であって、

それも完存する標本はなかった。黒く焼けて

いるものも多く、指骨には灰白色化している

例もあった。

ニホンジカ :骨格の保存は、ほぼイノシシと同様

である。歯・四肢骨の細片をみたのみであっ

た。鹿角も少なく、小さい破片となっていた。

-277-



f)謙
キジ類 :鳥骨はキジ類が大多数を占めた。四肢骨

は多くの場合破損していたが、近・遠端が

よく残されていた。確認された骨格がこれ程

多いので、破損骨片はさらに多く、採集され

たどのブロックにも鳥骨が認められた。小型

の鳥類を別にすれば、鳥類の多くはキジ類で

はなかったかと思われる。その多くが被熱を

受けていることは、他の骨と同様である。

ガン・カモ類 :こ の類の遺骸は検出はされたが、

極めて少なかった。

スズメロ :ス ズメロを主とする中・小型の鳥類

の遺骸は多い。しかし、それらの骨は多く

破損し、骨の一部分を残すのみの標本が多

かった。これらの骨が被熱していて、特に

脆弱になっていたこともその原因である。

ここにはスズメよりもやや大きくなる種種

の遺骸が含まれていると思われる。

4.妙音寺洞穴遺跡の重麟勿遺骸群集

今回の調査によって把握された、本遺跡の動物遺骸

群集の特徴をまとめておきたい。

①貝類

貝類では、陸産貝種が多数検出されたのが、大きな

特徴の一つである。これらは、食用の対象になったと

も思われるが、大型のマイマイ類は稀であり、食用に

多獲することはなかったらしい。そのうち、オオケマ

イマイ、ニッポンマイマイ、ツムガタギセルガイなど

は多数出上しており、大型個体は食用に当てられた可

能性もある。しかし、これらの貝種には稚貝、幼貝を

多く含むので、一時的に人の生活が途絶えた時などに

自然繁殖していたことも考えられる。

一方、ヤマトシジミを含む城水産貝種は、食用及び

装飾用に搬入されたと考えられる。しかしその量が特

に日立つ程多くなかったのは、本遺跡が沿岸地域から

遠隔の地にあったためであろう。そのうち、ツノガイ

類は小さい殻であるが多く搬入されており、ビーズ状

に切られ垂飾品とされた。さらにはタカラガイ類、イ

モガイ類も運ばれ、ハチジョウダカラガイのようには

るか遠隔地からのものも、この地にまで搬入されたの

であった。

②甲殻類・両生類 0爬虫類

甲殻類では、モクズガニが食用に捕獲されている。

山間地の洞穴遺跡や貝塚で、モクズガニの出土例は多

い。ほぼ同じサイズの個体が多いことから、周辺の水

域では大型の個体が生育しており、サイズの選別が行

われたのであろう。このカニが川を遡って移動する初

夏は、捕獲のシーズンであったかも知れない。

カエル類はヒキガエルが大型種であり、食用に当て

られることもあったと思われる。他にアカガエル科な

どの小型種も含まれる。しかし、他の鳥 0獣骨の多

くが火を受けているにもかかわらず、カエル類の被熱

例は格段に少ない。洞穴付近に自然棲息していた個体

も、少なからず含まれているのではないかと思われる。

ヘビ類の遺骸は、極端に少ない。ほとんど補食の対

象になっていなかったのではないかと思われる。

③鳥類

鳥類の遺骸は、キジ 0カ モ類とこれよりは小型の

種類である。中型の鳥では、キジが主であった。その

量は多く、個体数とすれば、他のどの脊椎動物よりも

多かったであろう。鳥猟がここでは、主要な狩猟活動

になっていたのであろう。

今回得られた群集には、小型の鳥たちの多くの骨格

も含まれているので、捕獲はこうした中・小の鳥を

含めるような、例えば網猟などの捕獲方法であったこ

とが予想される。その方が、一個体を狙うよりも、有

効であったかも知れない。

④努頁

多くの種類が検出されているが、イノシシ、シカの

ような大型獣の遺骸が非常に断片的で、個体数の推定

がほとんどできない状態であった。イノシシ、シカの

区別の困難な断片的な骨格もあったが、それを含めて

もなお標本数は少なく、また小片ばかりであった。お

そらく、こうした大型獣の捕獲が少なかったか、洞穴
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第124図  出土貝類の検出率

ツ ノ

第125図  出土骨類の検出率

両生類

鳥類

オオケマイマイ

ニッポンマイマイ

zlzlf|

甲殻類
魚類

爬虫類

獣類

その他
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イノシシ
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イノシシ/シ カ
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内での消費が頻繁ではなかったのであろう。

これに対して、ノウサギ、ムササビ、タヌキ、イタ

チ、テン、アナグマなどの中型獣の遺骸は、特に大量

ではなかったが、顎骨、四肢骨がよく残されていた。

これらの骨格も破損し、断片となっていたが、タヌキ

には大型の個体もあった。ツキノワグマが1点の末節

骨を残していただけであることは先にも述べたが、こ

うした山間地域であれば、クマなどの骨がある程度あ

るものと当初は推測していた。だが、実際はそうでは

なかった。

また、他の多くの洞穴遺跡についていえることであ

るが、本遺跡でもイヌの遺骸は検出できなかった。そ

して、キツネも確認されなかった。この点では、他の

洞穴遺跡や岩陰遺跡の動物骨の在り方に共通する特徴

が観取された。

なお、断片的であったが、ヒトの骨格片などが検出

されている点も注意される。これらは、埋葬人骨とし

て検出された個体とは、分布・出土層準とも異なっ

ており、これとは別個体であった可能性が大きい。

⑤結論にかぇて

1%1年、筆者は、芹沢・吉田両氏らによる秩父市の

引用文献

金子浩昌 (1987)富山・石川県下の遺跡の動物骨。大境,11。

芹沢長介・吉田格・岡田淳子・金子浩昌 (1967)埼玉県橋立岩陰遺跡.石器時代,8

橋立岩陰の調査に参加し、その動物遺体について報告

した。この調査では、妙音寺洞穴遺跡の場合のような

徹底した土壌サンプリングと水洗選別が行われていな

いので、貝類・小型鳥獣類遺骸の多くは採取されて

いない。本遺跡で多様な動物遺骸群集の知られたこと

は、大きな特徴であるといえよう。しかし、橋立洞穴

の場合には、大型獣類の骨角はよく保存され、イノシ

シ、シカに加えてニホンザル・ツキノワグマ ●カモ

シカなども検出されていて、これらの個体数は妙音寺

洞穴の動物種よりも多かったことが推報、」される。なお、

洞穴堆積層中の動物骨の埋存状況は、早期でも古い時

期になると骨は細片化し、推定される個体も減少する

ことが、長野県高山村湯倉洞窟でも認められている。

こうした動物骨の在り方が、当時の洞穴利用者たちの

集団規模を反映しているであろうことも予測できるこ

とである。この点については、遺跡の立地条件の差違

も考慮し、他の遺跡との比較検討をしていかなければ

ならないだろう。以上のことをまた考え併せると、妙

音寺洞穴遺跡の場合には、ここでの生活の規模が小さ

かったのではないかということも推報、」される。
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妙音寺洞穴遺跡出上の縄文日封t早期人骨

馬場 悠男
*、 坂上 和弘 **、 河野 礼子 **、 加藤 久雄**

*国立科学博物館人類研究部 および

東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻進化多様性大講座

**東
京大学大学院理学系研究科生物科学専攻人類科学大講座

妙音寺洞穴遺跡は、埼玉県秩父郡皆野町における国

道140号線皆野寄居バイパス建設の事前調査によって

発見された遺跡であり、縄文時代早期後葉の遺物を含

む層から一号人骨が、弥生包含層と表土との間から二

号人骨が発見された。一号人骨の保存状態は良好で、

全身がほぼ完全に揃っているが、脊椎骨および肋骨の

大部分は損傷が激しく、躯幹四肢骨も左側の保存状態

が良好ではなかった。しかし、本人骨は縄文時代早期

人骨のなかでは最も保存状態の良い個体の一つであ

り、縄文時代早期の人骨の出土例が少ないことを考え

ると資料的価値は非常に高い。二号人骨は保存状態が

悪く、所属時期も不明であるため、人骨の形態的特徴

を記載するだけにとどめる。

1 -号人骨の出土状況

一号人骨は片岩層に形成された洞穴の堆積土中に埋

葬されていた。埋葬状況は、左側を下にして、頭をほ

ぼ西に向け下肢を極度に屈曲した横臥屈葬姿勢であ

り、下腿は基盤岩側面に接していた。頭頂部と骨盤の

下には基盤の片岩とは異なる礫があった。これらの礫

は人為的に配置された可能性があり、大恩寺稲荷岩陰

遺跡や栃原岩陰遺跡にみられる抱き石や積石の一種で

はないかとも考えられる。しかし、西沢 (19器)の指

摘したように、縄文時代早期の埋葬様式は多様である

ため、礫の存在によって本遺跡の埋葬状況を意味付け

ることは現在のところ不可能である。

2 -号人骨の特徴

性別 0年齢・身長の推定

頭蓋において乳様突起が良好に発達し、前頭骨側面

観が直線的であること、そして骨盤における大坐骨切

痕が鋭角に切れ込んでいることから、この個体は男性

であると判断される。

信頼性が高いとされる恥骨結合面の形態では30～35

歳程度と推定されるが、椎骨の椎体や上腕骨の結節間

溝に骨増殖が生じていること、そして歯の咬耗が進ん

でいることからみて、さらに高齢である可能性もある。

そこで、推定年齢は30～45歳とするのが妥当であろう。

藤井 (lⅨЮ)の方法による推定身長は、157。 Ocm(右

撓骨による)、 152。 3m(右上腕骨)、 153。 7cm(左上腕

骨)、 150.2cm(右大腿骨)、 150.3cm(左大腿骨)、 そし

て156。 Om(右肛骨)と なり、これらの平均値は153.3

mである。

頭蓋

頭蓋の保存状況は良好で、両側の蝶形骨周辺部と右

側の頬骨弓が紛失しているほかは、ほぼ全てが保存さ

れていた (図版66)。 頭蓋は多数の破片に分かれてい

たが、互いに接合することにより、顔面部を含めてお

おむね全体が復元された。右側の側頭部は特殊な損傷

を受けており、損傷部位の輪郭線は二重のきれいな円

弧を描いている (図版69の 1)。 また、その部分の骨

片は頭蓋腔の奥から発見された。したがって、この部
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第 68表 妙音寺洞穴遺跡出上の一号男性人骨の頭蓋計測値 (単位は皿)

縄文早期後葉

右

妙 音 寺

♂

早期

栃原岩陰

♂

早期中葉 前期

♂

夫婦岩

178.3 187.0 179.0

♂

文期

越

ｒ

前

打

‘

中後期

」ヒ本寸*

♂

後晩期

津雲

♂

縄

早前期

♂

中後晩期

138.4

75。 5

113。 9

523.1

318.2

371.9

現代関東人

♂

(19Ю )Martin

1

3

5

8

8/1
9

10

11

12

17

17/1
20

23

24

25

180.0

175。 5

107.5

141.5

78.6

93.3

115.0

120.5

108.5

136.5

75。 8

113.9

514.0

315,0

362.0

124.0

126.0

112.0

74.0

106.5

113.8

94.8

69。 9

104.0

71.8

103.7

95。 3

94.3

95。1

107.7

65。 7

113.2

69。 1

19.7

20。 9

39。 5

31.4

79。 5

23.6

47.5

49.7

8。 3

12.4

74.1

55。 5

61.0

109。 9

44.9

37.2

82.9

9.3

121.3

90.5

91.8

46.1

76.8

11.9

56.9

56.2

14.0

36.6

64。 3

40.0

119.8

1400

74.9

94.0

118.0

108.0

117.0

529.0

310.0

131.0

113.0

105.0

139.0

77.7

100。 0

118.0

125.0

105.0

140.0

78.2

114.0

515.0

312.0

138.0

96.0

109.0

112.0

109.0

116.0

70.0

104.0

70.0

112.0

104.0

179.1

176.0

111.0

94.0

102.7

146.0

78。8

97.1

121.2

123.6

114。 1

133.3

71.7

114.3

533.2

314.7

374.5

122.5

130.0

122.2

143.4

78.3

101.4

127.6

134.8

113.6

509.0

319.8

388.0

68.0

110。 3

101。 3

102.3

102.3

178.9

174.8

100。 7

140。 3

78。 5

93.2

115。 9

124.9

108.4

138.1

77.3

118。 1

513.7

324。4

371.7

127,4

125。 1

119,1

71.3

111,8

111。 8

100.4

67,5

97.6

脳頭蓋最大長

グラベロラムダ長

頭骨底長

脳頭蓋最大幅

脳頭蓋長幅示数

最小前頭幅

最大前頭幅

両耳幅

最大後頭幅
バジオンブレグマ高

脳頭蓋長高示数

耳ブレグマ高

水平周

横弧長

正中矢状弧長

正中矢状前頭弧長

正中矢状頭頂弧長

正中矢状後頭弧長

正中矢状上鱗弧長

正中矢状前頭弦長

正中矢状頭頂弦長

正中矢状後頭弦長

正中矢状上鱗弦長

顔長

側顔長

上顔幅

内眼宙間幅

両眼宙幅

中顔幅

顔高

上顔高

ウィルヒョウ顔示数

ウィルヒョウ上顔示数

前眼宙間幅

前眼宙間示数

眼富幅

眼寓高

眼宙示数

鼻幅

鼻高

鼻示数

鼻骨最小幅

鼻骨最大幅

横鼻骨示数

上顎歯槽長

上顎歯槽幅

上顎歯槽示数

口蓋長

口蓋幅

口蓋示数

日蓋高

関節突起幅

筋突起幅

下顎角幅

前下顎幅

下顎長

下顎体厚

下顎枝高

筋突起高

下顎切痕高

下顎枝幅
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79下顎枝角

茂原 (私信)に よれば北村遺跡出土人骨のうちSH508の 頭蓋は著しく変形している可能性があるため、この個体の頭蓋底長とバジオンブレグマ高はこの表
から除外している。また、鼻高については茂原 (私信)に よる再計測の値を用いている。

*
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分の損傷は通常の土圧による損傷ではないと考えられ

る。

脳臓蓋 :

脳頭蓋最大長は180.hm、 脳頭蓋最大幅は141.5mで

あり、いずれも縄文時代早前期の男性の平均値より若

干小さめであるが、耳ブレグマ高は高めである (第68

表)。 脳頭蓋長幅示数は78.6と なり、中頭である。上

面観は洋梨型であり、後面観は五角形に近い。骨はあ

まり厚くなく、全体的に造りが華奢である。

前頭骨はさほど大きくない。側頭線は前頭骨部では

顕著な稜をなしており、前頭骨頬骨突起後縁で上方へ

向かったあと、直線的に上後方へのびている。冠状縫

合は単純で、外板、内板ともに癒合はみられない。矢

状縫合は外板ではまったく癒合していないが、内板で

はラムダ付近のみが癒合しはじめている。頭頂結節は

あまり発達していない。頭頂孔は右にひとつだけある。

ラムダ縫合は外板、内板ともに癒合していない。ラム

ダの左右に一つずつ小さな縫合骨があるが、これらの

縫合骨は外板のみに形成されたものである。ラムダ縫

合部分では、後頭骨が頭頂骨よりも若干後方へ突出し

ているが、いわゆる後頭髭状突出の状態ではない。外

後頭隆起の発達は弱く、ブロカのⅡ～Ⅲ程度である。

乳様突起および乳突上稜の発達は良好である。頬骨弓

の咬筋付着部は粗く発達している。外耳道骨腫は左右

ともみられない。頭蓋底では、項平面は狭いが、筋付

着部のレリーフはよく発達している。舌下神経管は二

分しておらず、ヴェサリウス孔もみられない。

顔面頭蓋 :

眉間はよく発達し、鼻根部は深く陥凹している。鼻

骨前頭骨縫合から上方へ短い縫合がみられる。この縫

合は鋸歯状の屈曲が著しいため、前頭縫合残存ではな

く、鼻骨上縫合であると判断される。前頭骨頬骨突起

は水平方向に張り出し、眼富上三角がよく発達してい

る。眼富上縁は直線的であり、眼富は四角い。顔面は

上下に短く、典型的な縄文時代早期人の特徴を備えて

いるといえる。しかし、顔面の幅もあまり大きくない

ため、ウィルヒョウ上顔示数 (69。 1)は縄文早前期の

男性人骨の平均よりもかなり大きい (第68表)。 頬骨

の張り出し具合いもさほど強くない。上顎骨では、歯

槽部はほとんど退縮しておらず、犬歯富も浅い。歯槽

突起表面の骨は薄く、犬歯などの歯根が露出している

部分もある。口蓋下面では、日蓋溝および口蓋棘が明

瞭であるが、内側口蓋管を形成するには至っていない。

下顎骨も全体的に小さく華奢である。下顎体および

下顎枝も薄く、頑丈な印象はない。しかし、□曙筋の

発達と関連する特徴が多く認められる。すなわち、下

顎枝は低いが幅広く、下顎枝示数 (左

“

.3)も縄文早

期人平均より大きい。下顎筋突起は前上方へ突出して

おり、下顎切痕幅 (左40.0皿)がきわめて大きくなっ

ている。このことは、筋突起に着く側頭筋カリト常によ

く発達していることを示している。なお、側頭線が前

頭骨部分で稜を形成していることも、この状況を裏付

けている。また、下顎角外面の咬筋富が明瞭であり、

下顎角内面の内側翼突筋付着部が数本の畝状になって

いることは、咬筋と内側翼突筋の発達が良好なことを

示している。したがって、この個体の□曙筋は全体と

してよく:発達していたことは明らかである。

下顎歯槽部では、歯槽膿漏などの病変の痕跡はある

が、歯槽骨の退縮傾向はほとんど認められない。した

がって、□曙による歯槽骨への加重が大きく、かつ頻

度が高かったことがわかる。さらに、角前切痕のない

ことや内面左側に軽度の下顎隆起がみられることも、

この下顎骨が大きさの割に頑t丈な構造をしていること

を示唆している。内面の顎舌骨筋線および顎下腺富な

ども明瞭である。

歯 :

上下顎の中切歯から第 2大臼歯までのすべての歯お

よび上顎右第 3大臼歯は、顎骨に植立している。ただ

し、下顎の右第 1大臼歯は、発掘時には下顎から遊離

し、左上腕骨の下方にあった。上顎右第 3大臼歯は矮

小歯である。下顎第 3大臼歯は左右とも未形成である
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第 69表 妙音寺洞穴遺跡出土の一号男性人骨の歯冠頬舌径

妙音寺

左 右

城ノ台南

3号 0♂

茂原 (1994)

10.5

」ヒ本す

♂

茂原 (1993)

7.6

7.9

8.6

10。4

中後晩期

♂

Matsumura(1989)

現代日本人

♂

権田 (1959) SD

7.35

6.62

8.52

9.59

9.41

11.75

11.85

♂

U11

U12

UC

U Pl

U P2

U Ml

U M2

LC

L Pl

L P2

L M2

″

３３

２７

田

６１

１３

４９

４

４

５

・
５

・
５

・
５

・
６

認
α
硼
脚

０
）
　

ｎ
〉
　

ｎ
ｖ
　

ｕ^

・
２

２

・
３

４

８

８

８

０

田

蹴

８
・
３

０
・
７

8。 14

8.06

8.53

10.53

(レ ントゲン線透過確認済み)。 歯の計測は、咬耗が

著しいため頬舌径のみおこなった (第69表)。 本遺跡

人骨における歯の頬舌径は他の縄文時代人男性と大き

く異なることはないが、大歯の頬舌径はやや大きい傾

向がある。

咬合は鉗子駅咬合 (切端咬合)である。上下顎歯と

もに咬耗が著しい。モルナーの咬耗度は、第 2大臼歯

では4であるが、それ以外は、上顎歯では5～ 6、 下

顎歯では6～ 8程度である。上顎右第 3大臼歯では、

咬合面の近心に小さな咬耗面がみられるだけである。

また、上顎右第 3大臼歯の歯根部には隣接歯根間溝

(interproximal groove)が観察される (図版69の 2)。

本遺跡人骨の歯の咬耗度を、北村遺跡の資料において

茂原 (1993)が作成した咬耗パターンの基準図にあて

はめてみると、50～∞歳 (熟年)のカテゴリーに相当

する。遺跡間の違いを考慮しても、非常に進んだ咬耗

状態であるといえる。ただし、これらの著しい咬耗は

急激に進行したものではない。なぜなら、咬耗が歯髄

腔の位置までラ」達している歯でも、二次象牙質が充分

に形成され、髄腔は開放されていないものが多いから

である。これらの咬耗に加えて、下顎の切歯 4本およ

び左右第1大臼歯には特殊な磨耗がみられる (図版69

の 3、 ηの 1)。 切歯群はすべて唇側へ、また第 1大

7.44

7.79

8.33

10.47

臼歯は近′邑房ミ側ハ＼ いずれも下方へ傾斜して擦り減っ

ている。これらに対応する上顎歯はいずれもほぼ水平

に磨耗しており、これら下顎歯を道具として特殊に使

用していた可能性が示唆される。

歯槽膿漏の痕跡は、下顎の左右の第 1大臼歯と側切

歯、右の中切歯、および左の大歯から第 2小日歯に至

る範囲にみられた。このうち、左右の側切歯は著しく

咬耗することにより、二次象牙質が形成されている。

しかしこの二次象牙質形成は充分ではなく、歯髄腔が

わずかに露出している。また、右の第 1大臼歯では、

咬合面中央部で歯髄腔が開放し、深い穴になっている。

これらの歯では、露出した髄腔より細菌が浸入して炎

症を起こし、根尖膿瘍を形成するにいたったものと考

えられる。一方、左第 1大臼歯や左右犬歯・小臼歯

では髄腔の露出はみられない。また、下顎の左第 1大

臼歯と左側切歯では、歯槽部外面に二重の骨吸収像が

みられ、骨膜下あるいは歯肉下に大きな膿胞が形成さ

れていたと推測される (図版69の 3)。

上顎左第 2大臼歯には、遠心面のエナメル・セメ

ント境界直上の歯根部に、幅 6皿1× 高さ3Ш程度の大

きな顛蝕がある。隣接する第 3大臼歯は、紛失してい

るが、歯槽は開放しており、しかも内面が粗造である

ため、都蝕が進行して死の直前に脱落した可能性がある。
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軽度のエナメル質減形成が、上顎の第 10第 2小臼

歯および第 2大臼歯に観察される。下顎歯では咬耗に

より明らかでないが、右第 2大臼歯、左第 2小日歯に

エナメル質減形成が認められる。いずれも、山本 (19田 )

による基準では、最も程度の軽いとされる線状の減形

成に当てはまる。形成時期は6歳前後に相当する。

1躯幹四肢骨 (図版16■

“

)

躯幹骨 :

椎骨はいずれも保存状態が悪い。頸椎と腰椎に強度

の骨増殖がみられる (図版70の 2)。

上肢骨 :

鎖骨は右が部分的に損傷しているが、左はほぼ完形

である。長さは他の縄文時代人と大きく異なることは

ないが、中央周が33.Ommと かなり細い (第70表 )。 左

鎖骨の円錐靭帯結節は著しく発達し、やや平滑な圧痕

ができている (図版70の 3)。

肩甲骨は、左右とも関節富の一部、肩甲棘、および

外側縁の一部しか保存されていない。左鎖骨円錐靭帯

結節の圧痕面に対応する肩甲骨の位置は、肩甲骨肩峰

の基部であるが、その部分が損傷しているため、互い

に接触していたかどうかは不明である。

上腕骨は右の骨頭付近を除いて左右とも完形であ

る。全体に華奢であり、特に骨体は細い印象を受ける。

一角筋粗面の発達も弱い。左のほうが右よりも長く頑

丈である。右には結節間溝の前縁に骨増殖がみられる

が、左にはみられない。遠位端の小頭の直上に明確な

圧痕が左右ともにみられる (図版ηの4)。

撓骨は、右は完形であるが、左は遠位部分の保存状

態が悪い。他の縄文時代入撓骨と比較すると、長さは

やや短く、骨体は細く背掌方向に扁平である。また、

骨間縁の発達も強くない。

尺骨は、右は完形であるが、左は保存状態が悪い。

右では鉤状突起が前方に突出しているため、滑車切痕

の切れ込みが強い印象を受ける。左では鉤状突起の突

第126図  妙音寺洞穴遺跡出土一号男性人骨の右大腿骨

(左)と 右胚骨 (右 )の骨体中央断面輪郭

a

m

La.
ant.

3 cm
lat.

ant.:前方、lat.:外側、a:前縁、i:骨間縁、m:内側縁、

1.a.: linea aspera

出はみられない。骨間縁の発達も強くはない。

手根骨では右有鉤骨、右有頭骨、右小菱形骨、右大

菱形骨、左舟状骨、左月状骨、左三角骨が保存されて

いる。中手骨では、右の第 2から第 4中手骨まで、左

の第 1から第5中手骨までが残存する。基節骨では右

第 5基節骨、左第 1、 第 3、 第 4基節骨が、中節骨で

は右第 5中節骨、左第 2、 第 3中節骨が、そして末節

骨では左第 1、 第 3、 第 4末節骨が保存されている。

下肢骨 :

寛骨は、右は坐骨枝および耳b骨枝の一部を除いた大

部分が保存されている。左は恥骨の大部分が損傷して

いるが、それ以外の部分は保存されている。坐骨切痕

は鋭角に切り込んでいる。

大腿骨は、右はほぼ完形であるが、左は大腿骨頭、

大転子、外側顆、および骨体表面の一部が損傷してい

る。左右ともに短くて細いが、粗線の発達したいわゆ

る付柱状大腿骨である (第126図 )。 そのため、骨体中

央断面示数は127。 3と極めて高い (第Ю表)。

膝蓋骨は、右がほぼ完形で保存されている。
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第 70表 妙音寺洞穴遺跡出土の一号男性人骨の上肢骨と下肢骨の計測値 (単位は皿)

妙音寺

Marun   言十測項目 左    右

鎖骨

1最大長

6中央周

♂♂♂

醐
機
♂♂

早期

城ノ台南

♂

389。0

24.9

22.0

73.5

24.8

19。 5

113.0

318.0

318.0

35.8

26。9

29.2

18.5

19。8

67.8

68。8

前期

夫婦岩

♂

口 (1992)

38.0

中後期

」ヒ本す

♂

茂原(1998)

154.2

40.0

295。8

46.2

61.3

23.8

18.3

257.3

13.8

17.5

22.3

24.3

78.7

426.6

31.2

27.0

92.6

31.3

25。7

115.6

82.1

後晩期

津雲

♂

152.7

縄文時代

早前期 中後晩期 現代関東人

(1981) SoD。

高野(1958)

139。 60

38。 20

(1953)

146.0 137.5

36.4

149。 4

291。 1

47.0

57.2

24.4

18。 1

71.0

74.2

230。9

16.5

16.0

12.7

13.1

47.7

32.4

76.2

255。 1

14.7

15。 9

21。2

25。2

93.4

416。9

30.1

25。9

89。2

30。 1

25。1

96.1

116.4

83.5

351.6

47.8

31.7

34.3

22.0

23.6

84.5

68。9

69.8

9。75

4.08

16。93

2.73

3。73

1。80

1.61

5.01

4.70

10。27

1.45

1.45

0。97

0。86

3.13

2.09

6.67

10。25

1.12

1.13

1.92

2.08

7.27

18.55

2.15

2.11

5.12

2。 18

1.88

6.74

8.44

6.84

14.68

15。48

2。 18

2.13

2.75

1.69

2.14

5.20

7.26

6.48

33.0

上腕骨

1最大長

3上端幅

4下端幅

5中央最大径

6中央最小径

7a中央周

6/5骨体断面示数

285。6

43.2

53.0

17.2

13.4

60.8

78.1

387.2

29.6

22.8

84.0

27.4

21.4

283.4

53.0

16.6

14.4

53.6

86.8

225.0

14.0

13.3

9.6

10。 1

36.0

30。9

68。6

247.5

12.5

13.0

19.2

21.5

96.4

386.0

28.2

22.1

84.0

27.5

22.8

85.0

127.3

82.9

284.3

48.6

59。0

24。1

17.8

69。3

73。9

289。0

46.0

54.8

20.8

14.7

61.6

70.6

237.5

14。 1

14.0

11.4

11.0

40.0

30.2

80.8

250.5

13。 7

13.9

19.0

23.0

99。2

405。5

28.3

23.6

83.4

28。 1

22.6

92.0

120。 2

80.3

345。8

43.3

28。7

31.4

19。4

21.9

78。2

69。 1

67.7

295。93

48.33

58。 97

22.41

17.74

66。 21

79.55

卸

∞

昴

　

“

撓骨

1最大長

4骨体横径

4a骨体中央横径

5骨体矢状径

5a骨体中央矢状径

5(5)骨体中央周

5(6)下端幅

5/4骨体断面示数

・
７

　

　

　

　

　

・

８

　

　

　

・
０

　

　

　

・
５

　

・
０

　

・
０

Ю

Ю

Ю

Ю

Ю

　

８

１６

１５

■

１３

４

　

６８

・
９

　

　

　

・
８

　

　

　

　

　

　

　

・

６

231.4

17.3

225.09

16。45

15。94

11.81

12.06

43.34

33。 89

71.75

(1951)

(1951)

(1961)

尺骨

1最大長

11骨体矢状径

12骨体横径

13骨体上横径

14骨体上矢状径

11/12骨体断面示数

12。 1

46。9

33.7

70.6

253.4

14.4

16.5

87.4

415。 1

29.0

25。9

87.0

30.7

25.0

112.6

81.7

345。2

350.8

50.0

32.7

35。2

20.6

22.8

85。4

64.0

63.0

241.52

13.20

16.29

20。 52

25。 17

80。 94

大腿骨

1

6

7

8

9

10

17

6//7

10//9

420.0

27.0

22.0

77.0

26.5

21.5

31.0

25.0

87.0

28.0

28.0

124.0

100.0

31.0

36.0

412.05

27.61

26.23

83.60

30。 86

25.35

97.27

105,72

82.18

最大長

骨体中央矢状径

骨体中央横径

中央周

骨体上横径

骨体上矢状径

頚周

骨体中央断面示数

骨体上断面示数

肛骨

1全長

la最大長

6下幅

8中央最大矢状径

8a栄養孔位最大径

9中央横径

9a栄養孔位横径

10中央周

9a/8a胆扁平示数

9/8中央断面示数

脚
脚
伽
犯
騨
彫
郷
鶴
翻
鶴

122.7

19。0

28.0

４９

５３

４８

３‐

３６

２２

２５

　

７０

７０

320.38

325。31

51。 30

28。 73

31.77

22.79

25。 10

78。 98

78.26

78.6667.8

84.0
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肛骨は、右はほぼ完形であるが、左は骨体の2/3ほ

どが保存されている。後面の鉛直線が骨体の中央部ま

で延長するため、中央付近の断面はヘリチカのⅣ型で

ある (第126図 )。
マルチン法による肛扁平示数は69。 3

で、平肛に近い中肛である。また、下関節面の前方に

は、陣鋸習慣を示すといわれる関節面の延長がみられ

た。

右の勝骨は近位骨端を除いてほぼ完形であるが、左

は保存されていない。

距骨は、右がほぼ完形であるが、左は保存されてい

ない。習慣的な陣曙1姿勢と関連する滑車関節面の前方

延長がやや認められる。その延長した関節面の辺縁に

は骨増殖がみられる。また、距骨頸には骨質の高まり

があり、運i骨の下関節面における関節面延長と対応し

ている。踵骨は右のみ保存されている。

3 -号人骨の生活様式推定

本遺跡人骨は全身の骨格がほぼそろっているため、

骨格の形態から機能を推し測ることにより、この個体

の行動や生活をある程度推定することができる。

歯の咬耗は全体に進んでおり、口曙筋付着部もよく

発達している。このため、上下顎骨ともに造りは華奢

であるが、皿曙筋の筋力は強かったと推測される。ま

た、下顎の切歯部と第 1大臼歯に唇側あるいは頬側へ

下降する特殊磨耗がみられたことから、□曙運動のほ

かにも、皮をなめすなど、歯を道具として利用してい

たと推銀、」され、この点からも咀唱筋の発達がうながさ

れた可能性がある。このような磨耗は、食物の特殊な

性質によってもたらされた可能性も指摘されているが

(茂原,1993)、 本遺跡人骨の場合に関しては、切歯

と第 1大臼歯との間の、犬歯および小臼歯には特殊な

磨耗はみられないため、通常の□曙運動によってはお

こり得ないと考えられる。したがって、この個体は、

一般的に□曙器官を酷使するような生活状況にあり、

さらに切歯と第 1大臼歯をある種の「道具」として使っ

ていたと思われる。

上顎右第 3大田歯では、近心面のエナメル 0セ メ

ント境界近くの歯根部に大きな隣接歯根間溝 (inter‥

proximal groove)が観察された。隣接する第 2大臼

歯でも、実体顕微鏡下で、エナメル 0セ メント境界

を中心にエナメル質・象牙質ともに細い条痕が平行

に走っている。隣接歯根間溝 (interproximal

groove)は、歯の隣接面 (近心・遠心面)の歯根部に

みられる歯軸に直行する頬舌方向の溝状の磨耗であ

り、およそ190万年前から今日に至る世界各地の人類

集団で報告例がある (Bermudez de Castro et al。 ,

1997)。 成因としては、つま楊枝状のものを使用して

歯間をしごいたためという見方が有力である。妙音寺

の本資料の場合、上顎第 3大臼歯は、下顎の対抗歯が

存在しないため、他の歯より2皿ほど咬合面よりに突

出しており、この飛び出した歯が気になって、たびた

び歯間をつついていたのではないかと推測される。

左鎖骨の円錐靭帯結節が発達し圧痕状になっている

こと、そして左上腕骨が比較的頑丈であることから、

この個体では右腕より左腕に強い負荷がかかる状態に

あった可能性が高い。ただし、これが左利きを意味す

るものかどうかは不明である。

左右の上腕骨遠位端にみられる明確な圧痕は、肘関

節を屈曲させた際に撓骨頭が強く押しつけられること

によって生じたと思われる。東京大学総合研究博物館

所蔵の縄文時代中後晩期貝塚人男性を30個体ほど調べ

たところ、同様の圧痕らしきものは5例ほど観察され

たが、本遺跡人骨ほど強度に発達した個体は存在しな

かった。また、圧痕の内側縁に骨性の壁が出来ている

ため、肘関節を屈曲させながら前腕を回旋させていた

可能性が高い。この様な圧痕は、ネコ科捕食動物の上

腕骨では、小頭関節面の延長として発達しており、捕

食の際の旬旬姿勢との関連が強いと考えられる。しか

し、一号人骨の個体が実際に旬旬前進を行っていたか

どうかは不明である。縄文時代人は距腿関節を強く背

屈する陣鋸を行っていたという指摘は多い (馬場 ,

1970)。 本遺跡出土一号人骨の肛骨遠位端と距骨に、

いわゆる陣鋸面が形成されていることから、この個体
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が距腿関節を強く背屈する陣鋸姿勢を常用していた可

能性が高い。この距腿関節の背屈と肘関節の屈曲とが

同時に行われていたのか別々に行われていたのかは不

明である。

一般に、ある個体が生前におかれていた栄養障害の

状態は、歯のエナメル質減形成や長骨におけるハリス

線などから推察できる。本遺跡人骨には、ハリス線は

みられなかったが、歯のエナメル質減形成は非常に軽

度ながら観察された。減形成のおこった時期は6歳前

後と推測され、このころ一時的に栄養状態の悪い状況

に陥ったものと考えられるが、幼児期全体を通じて非

常に過酷な状況にあったというわけではないようであ

る。また、病的変化としては、下顎の歯槽膿漏や根尖

膿瘍が著しく、胡歯が上顎左第 2大臼歯にみられた。

躯幹四肢骨には特別の病変は見当たらない。しかし、

筋肉や靭帯付着部が著しく粗造なこと、あるいは椎骨

に強度の骨増殖があることは、恥骨結合面の形状から

推定した年齢にくらべて高年齢の状態を示しているた

め、たとえば糖尿病などの全身の病気に罹患していた

可能性も疑われる。歯槽膿漏や根尖膿瘍の形成が著し

い点に関しては、これらが下顎骨にのみ頻発している

ことから判断し、下顎歯の道具としての特殊な使用と

関連すると判断するべきであろう。

前述のように、右の側頭部には二重の円弧状の輪郭

線を持った特徴的な損傷がみられる。また、右側の頬

骨弓も紛失しているため、この損傷は生前あるいは死

後まもなく起こった可能性がある。生前に生じたもの

ならば、例えば、転倒して右側頭部を岩に強打した、

あるいは大きな石でなぐられたような状況が想定され

る。

4 他の縄文時代人骨との比較

茂原 (1994)のまとめた縄文時代早期人の下般的特

徴として、以下の8点がある。1)頭蓋が華奢である。

2)顔面頭蓋が低い。 3)眼富上縁が直線的である。

4)下顎骨は下顎長が短く下顎高が低い。 5)下顎歯

に頬舌方向の特殊磨耗がみられる。6)躯幹四肢骨は

全般的に細いが特に上肢骨が華奢である。 7)大腿骨

は粗線の発達がよく、付柱状である。 8)必ずしも低

身長ではない。本遺跡人骨は以上のすべて当てはまり、

典型的な縄文時代早期人といえる。身長に関しては、

本遺跡人骨は153.3cmであり、平本 (1972)に よる;縄文

時代人男性の平均推定身長159。 lm、 平坂貝塚人の

162。 6cm、 栃原遺跡人の160。 6cmと 165。 飩mな どよりも低

いが、縄文時代早期の城ノ台南貝塚出土人骨の151。 0

mと近い値をとるため、縄文時代早期人の身長におけ

る多様性の一例を示していると思われる。

本遺跡出土一号人骨の計預、晰直を、現代関東人を基準

とした偏差折線により、すでに報告されている縄文人

骨の計韻、晰直と比較した。現代関東人として、頭蓋では

森田 (1950)、 歯では権田 (1959)、 鎖骨では高野 (1958)、

上腕骨では西原 (1953)、 撓骨と尺骨では蛯名 (1951)、

大腿骨では大場 (19")、 肛骨では鈴木 (1961)による

計測値を用いた。縄文時代早前期・中後晩期人の計

測値は、頭蓋と躯幹四肢骨では小片 (1981)を、歯で

はMatsumura(1989)を それぞれ用いた。また、縄文

時代早期の貝塚遺跡である城ノ台南貝塚遺跡出土人骨

(茂原,1994)、 同じ埼玉県出上で縄文時代前期前葉

の打越遺跡出土人骨 (森本ら,19器)と縄文時代前期

の夫婦岩
:洞

|1穴遺跡出_土人骨 (Yamaguchi,1"2)、 山

間部で縄文時代中期の北村遺跡出土人骨 C茂原,1993)、

貝塚で縄文時代後期の津雲貝塚出土人骨 (池田,19田 )

といった条件の異なる遺跡から出土した人骨と比較す

ることで本遺跡出土一号人骨の位置付けを試みた。

頭蓋の各計浪、晰直について、縄文時代の早前期および

中後晩期人骨と比較すると (第 127～ 129図 )、 本遺跡

人骨は、上顔高や鼻高といった顔面の高さ項目で中後

晩期人骨と比べて値が小さくなるなど、早前期人骨と

おおむね似通った動向を示している。本人骨の特徴と

しては、早前期人骨に比べ、眼富が比較的小さいこと、

前頭幅、両耳幅、中顔幅、両眼富幅など、幅の計預、晰直

について比較的小さめであることなどがあげられる。

下顎骨についても、第128図のように、全体的には縄
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第127図 頭蓋計測値の偏差折線 第128図 下顎骨計測値の偏差折線

関節突起幅

下顎角幅

下顎枝高

下顎切痕高

下額枝幅

下顎切痕幅

下顎枝角

脳頭蓋最大長

脳頭蓋最大幅

最小前頭幅

最大前頭幅

両耳幅

バジオンブレグマ高
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値のある項 目では平均値を示す。
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文時代早前期および中後晩期人骨の偏差折線と同様の

傾向を示しているが、両者にくらべて下顎切痕幅が際

立って大きい点、そして関節突起幅と下顎角幅が小さ

い点が特徴的である。

頭蓋の各示数についてみると (第129図)、 脳頭蓋長

高示数、およびウィルヒョウ上顔示数が小さいなど、

傾向としては縄文時代早期および後晩期人骨のものと

かわらない。鼻示数に関しては両者にくらべてかなり

小さくなっているが、これは鼻幅カリト常に小さいこと

によるものである。ウィルヒョウ上顔示数については、

本人骨では中顔幅が小さめであることを反映して、縄

文早前期人骨に比べてやや大きめである。

次に、縄文時代各期の遺跡人骨との比較をした (第

130～ 133図 )。 縄文後晩期の津雲貝塚人骨と比較する

と、脳頭蓋の計預、晰直では C諏30図 )、 全体に本遺跡人

骨の方が計沢、晰直が小さい傾向があるが、偏差折線のパ

ターンとしては大きな違いはみられない。顔面の計測

値でも同様に、本遺跡人骨の計沢晰直は全体的に小さく

なっている (第131図)。 下顎骨の計淑、晰直では、本遺跡

人骨の方が関節突起幅や下顎角幅は小さいが、下顎枝

幅が大きい (第132図)。 各示数値については全体に良

く似た傾向を示している (第1器図)。

縄文中後期の北村人骨との比較では、脳頭蓋の計測

項目については本遺跡人骨の正中矢状弧長が小さいこ

とが特徴的である。また、顔面の計預、晰直については、

鼻骨に関連する計測項目では違いが大きいが、顔高・

上顔高・眼富高が小さいなどの傾向は共通している。

本遺跡人骨の下顎角幅と関節突起幅は、北村人骨と比

較しても小さい。示数値については、ウィルヒョウ顔

示数、ウィルヒョウ上顔示数が小さい点など、縄文時

代人の特徴については共通の傾向を示している。

他の縄文早前期に属する遺跡出土人骨と本遺跡人骨

の計淑、晰直を比較したところ、それぞれ個体数が少ない

ためばらつきがみられるが、夫婦岩人骨とは似通った

折線となっている。栃原岩陰人骨と比較すると、本遺

跡人骨の方が耳ブレグマ高や下顎枝高が小さく脳頭蓋

最大幅は大きいなどの違いがある。立地条件のことな

る城ノ台南貝塚人骨と比較すると、本遺跡人骨は、脳

頭蓋最大長が小さいことをのぞけば、ほぼ同様の傾向

を不している。

頭蓋のブ晴十測的特徴 (形態小変異)については、本

遺跡人骨で観察されたものは、鼻骨上縫合、ラムダ縫

合骨、軽度の下顎隆起のみである。Dodo(19%)に よ

れば、東日本の縄文時代人における形態小変異の出現

率が高率であるのは、ヴェサリウス子k横頬骨縫合痕

跡、下顎隆起、顆管開存などである。本遺跡人骨に関

してはこのうち、顆管については損傷のため不明であ

るが、下顎隆起のみが存在した。したがって、一例の

みの観察結果では当然であるが、プ晴十測的特徴では、

特に縄文時代人的な傾向を示すとも示さないともいえ

ない。

歯に関しては、本遺跡人骨における歯の頬舌径を、

現代関東人を基準とした偏差折線により、Mat¨

sumura(1989)に よる中後晩期縄文時代人の計預、晰直、

城ノ台南貝塚、そして北村遺跡の計韻、晰直と比較した(第

134図 )。 城ノ台南貝塚については、頭蓋の比較に用い

た1号人骨は歯が紛失していたために用いず、女性的

であるが男性人骨とされる3号人骨の計預、晰直を用いて

いる。その結果、本遺跡人骨の歯は、上顎歯に関して

は中後晩期人の傾向と似ているが、犬歯および臼歯群

は、比較資料よりも大きめであり、切歯部は小さめで

ある。また、下顎歯に関しては、犬歯および第 1小日

歯が大きい点で中後晩期人骨や他の遺跡の人骨と大き

く異なっている。

躯幹四肢骨に関しては、本遺跡人骨の計沢、晰直を、現

代関東人を基準とした偏差折線により、縄文時代早前

期および縄文時代中後晩期における計韻、晰直と比較した

(第 135、 136図 )。 本遺跡人骨は概して中後晩期の縄

文時代人よりも早前期の縄文時代人とよく似ている

が、下肢骨におけるほうが、上肢骨におけるよりも早

前期人とよく似ている。上肢骨では、上腕骨の中央最

大径と撓骨骨体の矢状径が極度に小さいため、偏差折

線のパターンが異なっている。また、条件の異なる縄

文時代遺跡から出土した人骨と比較すると、やはり上
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第135図 上肢骨計測値の偏差折線 第136図 下肢骨計測値の偏差折線
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第138図 下肢骨計測値の偏差折線
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肢骨では偏差折線が大きく異なり、下肢骨はよく似た

偏差折線を示している (第 137、 138図 )。 注目すべき

点は、本遺跡人骨や城ノ台南遺跡人骨のように他の縄

文時代人よりも身長が低い個体を含んでいても、下肢

骨における偏差折線のパターンは、縄文時代を通じて

一貫しているという点である。このことは、下肢骨に

影響を与えるような生活環境や生活様式は、縄文時代

を通じてほとんど変化しなかった可能性を示してい

る。逆に、上肢骨に影響を与えるような生活環境や生

活様式は大きく変化したことも示唆している。これは、

上肢を非常によく使う生業、例えば漁労や初期農耕な

どが発展したためと考えられる。

5 二号人骨の特徴

~号
人骨は左右の側頭骨岩様部、左右の大腿骨骨体

の一部、左右の肛骨骨体の一部しか保存されていない

(図版η下)。 そのため、年齢は不明ではあるが、大

腿骨および肛骨の骨体が太いため、男性的な印象を受

ける。大腿骨は粗線の発達した付柱状大腿骨である。

付柱状大腿骨は縄文時代に多く見られるが、それだけ

で所属時代を特定することはできない。
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